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午後９時３０分 開会 

   ◎開会の宣言 

○髙木宏幸教育長 ただ今から、平成２７年教育委員会第３回臨時会を開催いたします。 

 

   ◎前回会議録の承認 

○髙木宏幸教育長 事務局から前回会議録の朗読をお願いいたします。 

前回会議録の朗読 

○髙木宏幸教育長 ただ今、事務局から前回会議録の朗読がありましたが、これにつきまして

ご意見、ご質問がありましたらお願いいたします。 

（「ありません」と言う者あり） 

 

○髙木宏幸教育長 よろしければ、承認することとし、会議録への署名を行いたいと思います。 

教育長・委員の署名 

 

○髙木宏幸教育長 以上で前回会議録の承認を終了します。 

 

   ◎議案審議 

○髙木宏幸教育長 ただ今から、審議に入らせていただきます。本日の案件は、議案が１件と

なっております。 

 なお、本日お配りしております「平成２７年教育委員会第３回臨時会説明委員名簿」のとお

り、教科用図書選定資料作成委員会委員長、副委員長及び担当委員を説明員として出席させま

すので、ご了解願います。 

 

   ◎第３５号議案  平成２８年度使用中学校用教科用図書の採択について 

○髙木宏幸教育長 第３５号議案についてでございますが、採択時には、秘密会にしたいと思

いますが、委員の皆様、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○髙木宏幸教育長 ご異議がないようでございますので、第３５号議案の採決につきましては、

秘密会とさせていただきます。それでは、第３５号議案につきまして、三浦指導課長より説明
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させます。 

○説明員 第３５号議案、平成２８年度使用中学校用教科用図書の採択について申し上げます。 

 提案理由について申し上げます。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条第６号

の規定により、市立中学校において使用する教科用図書を別紙「平成２８年度使用中学校用教

科用図書採択に係る発行者一覧」から採択する必要が生じたために、審議をお願いする次第で

ございます。 

 これまでの経緯等について、その概略をご説明申し上げます。 

 草加市立小中学校使用教科用図書の採択に関する要綱第５条に基づき、教科用図書選定資料

作成委員会は、教科用図書調査研究専門部会及び学校の調査研究結果、教科用図書展示会にお

けるアンケートを参考に協議及び検討を行いました。教科用図書調査研究専門部会では、学習

指導要領の目標や内容を踏まえ、県の通知文「市町村の教育委員会等が教科用図書を採択する

に当たっての採択基準」、及び「平成２８年度使用中学校用教科用図書調査資料」等を十分活

用し、各教科書について具体的に調査研究をいたしました。 

 平成２７年度における教科用図書展示会につきましては、草加市立中央図書館を会場として

６月１９日から７月４日までの１４日間、開催させていただきました。保護者一般２９９名、

学校関係者２７２名、教育委員会等関係者６名、計５７７名の方が閲覧くださいました。 

 この後、教科用図書選定資料作成委員会委員から、各教科についてご説明させていただきま

すが、各種目では、まずは草加市の生徒の実態について説明後、草加市の生徒の実態を踏まえ

ての観点についてご説明いたします。その後、各発行者の特色、特徴等について、目録の発行

者順にご説明いたします。説明の際には、各発行者の報告する特色や特徴がよく表れている学

年を選びまして、教科書をご覧いただきながらご説明いたします。そのサポートには、各教科

担当の指導主事等が入ります。説明は以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今説明が終わりました。ここで、第３５号議案の進め方につきまして、

委員の皆様にお諮りしたいと思います。まず、各教科の担当委員から説明を受けます。その後、

質疑を行います。教科ごとにそれを繰り返し、説明終了後、一旦休憩に入り、最後に採択を行

いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、早速、教科ごとの説明に入らせていただきます。説明員の方、

お入りください。  
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 ＜国語・書写＞ 

○説明員 国語科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、草加っ子の基礎・基本を重点として、各中学校で指導

を積み重ねていますが、全国学力・学習状況調査の結果から、「話すこと・聞くこと」「書く

こと」「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の基礎・基本の内容につ

いては身に付けていることがうかがえます。しかしながら、「話す・聞く」において、目的に

沿って話し合い、互いの意見を検討することや、「書く」において、根拠を明確にして自分の

考えを書くこと、「読む」において複数の資料から必要な情報を読み取ること、また、古典に

親しむこと、語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うこと等に課題がありました。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、言語活動を豊かにする工夫、

学校図書館の活用や読書指導の工夫、伝統的な言語文化、古典の指導の工夫と設定いたしまし

た。 

 次に、各発行者の特色・特徴等についてご説明申し上げます。 

 国語科につきましては、各発行者の第１学年及び第３学年のものを例に取って、言語活動の

工夫としてのスピーチの取組例、また、伝統的な言語文化、古典の取組として草加っ子が親し

みやすい「おくのほそ道」を例に説明させていただきます。 

 東京書籍につきましては、第１学年１１５ページをご覧ください。「具体例を挙げて伝えよ

う」というスピーチ活動で、題材としてことわざを取り上げております。学習の流れを提示し

て見通しを持たせ、次ページ以降で発音、発声の練習や、選んだことわざについての交流、構

成メモの作り方、そしてスピーチ活動へとつなげています。 

 次に、第３学年、１３５、１３６ページをご覧ください。「おくのほそ道」の冒頭を２ペー

ジにわたって配置しています。上段に原文を大きめの字で、中段に色を変えて現代語訳を、下

段に語釈を配置しています。また、１３７、１３８ページにある旅程図は折り込み式で、写真

入りで俳句を紹介し、裏面には江戸から平泉までの旅程の資料を掲載しています。発展学習と

して１４３ページにありますように、「おくのほそ道」の表現の特徴について話し合う活動を

取り入れております。 

 次に、学校図書につきましては、第１学年４３ページをご覧ください。自分のお気に入りに

ついて紹介し合うスピーチ活動です。学習の見通しを提示した後、次ページ以降で具体的な話

題や構想メモが図で示され、また、スピーチメモや聞き手のメモの例が示されております。そ

の後、コメントを交流する活動につなげています。 



- 5 - 
 

 第３学年、１７８ページをご覧ください。「おくのほそ道」について導入文の後、冒頭部を

１７９、１８０ページにまとめて配置しています。上段に原文を太字で示し、中段に現代語訳、

下段に語釈を配置しています。行程につきましては１８３ページにございますように、俳句の

紹介を多く示しております。また、発展学習として１８４ページにありますように、芭蕉に短

い手紙を書く活動を取り入れております。 

 次に、三省堂につきましては、第１学年、２５ページをご覧ください。「聞き上手、話し上

手になるために」という単元を設け、次ページ以降で、「話す・聞く」のスキルをアップさせ

るために、クラスやグループでのスピーチ実験を取り入れています。その後、紹介したい人物

や大切にしているものをテーマにしたスピーチ活動につなげています。 

 第３学年１１８、１１９ページをご覧ください。「おくのほそ道」の冒頭を見開き２ページ

で提示し、上段に原文を大きめの字で、中段に現代語訳を青字で、下段に語釈を配置していま

す。１２２ページにありますように、行程図は半ページでまとめています。発展学習として 

１２３ページにありますように、「おくのほそ道」から１句を選んで紹介し合う活動を取り入

れております。 

 次に、教育出版につきましては、第１学年、４２ページをご覧ください。情報を分かりやす

く伝えるためにフリップを用いて報告するという活動を取り上げています。４３ページには、

通学安全マップの例や構成の例を、４４ページにはスピーチの例文を提示しています。 

 第３学年、１０４ページをご覧ください。「おくのほそ道」の導入文を提示した後、旅程図

を１０６、１０７ページに見開き２ページ、俳句を写真入りで紹介しています。草加の地名も

記載されております。冒頭につきましては、１０８ページに１ページでまとめ、上段に原文、

下段に現代語訳を配置しています。発展学習として１１３ページにありますように、印象に残

った俳句の紹介文を書く活動を取り入れています。 

 最後に、光村図書出版につきましては、第１学年、５６ページをご覧ください。「好きなも

のを紹介しよう」という活動を取り上げています。５７ページからは、クラスの生徒に向けて

どうスピーチを組み立てるべきか、スピーチメモの例を示すとともに、実際の場面の写真や絵、

スピーチの例文をもとに、見通しを持って主体的に学習できるよう工夫しています。また、ス

ピーチの前と後に交流の場を設け、言語活動の充実が図れるようになっています。 

 第３学年、１４６、１４７ページをご覧ください。「おくのほそ道」の冒頭を見開き２ペー

ジで提示し、上段に原文を太字で大きく、中段に現代語訳、下段に語釈を配置しています。行

程につきましても、１４８、１４９ページで見開きで示し、生徒の興味が高まるように俳句の
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イメージを写真入りで紹介しています。草加の地名も記載されております。発展学習として 

１５４ページにありますように、古典の言葉を引用したメッセージを身近な人に書くという、

生徒が古典に親しみの持てる言語活動の具体例を取り上げております。以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、国語についての説明が終わりました。ご質問等がございましたら

お願いいたします。 

○小澤尚久委員 学校図書館の活動や読書指導の工夫ということで生徒の実態等の観点に挙

げられているところがあるのですが、最近の活字離れ、本離れのことを考慮して、本市の実態

を踏まえて学校図書館の活動、読書指導の工夫について各発行者で有効と思われるところにつ

いて教えていただければと思います。 

○説明員 草加市では朝読書を取り入れる等、学校図書館の充実、読書活動には充実した取組

を行っています。各発行者も、図書館の使い方や読書紹介等で読書を推奨しております。単元

ごとに並行読書を紹介したり、まとめて読書案内やブックトークのページを設定したり、読書

指導の工夫も各発行者に見られます。 

○小澤尚久委員 ここは特徴的、と思われるものはございますか。 

○説明員 発行者それぞれに特徴がございます。 

○髙木宏幸教育長 いずれの発行者においても、学校図書館の活用とか、読書をしたい、ある

いはさせたいというような、そういう工夫がされているということですか。 

○説明員 はい。そのようになっております。 

○村田悦一教育長職務代理者 特に学び方というのでしょうか、発行者によって、学習の流れ

で特徴的なものは出ているのか。あるいは、基本的にはやはり国語のそういうひとつの流れの

中で、各教科書とも記載をされているのか。特徴的な学習の流れとか、学習の仕方になってい

るというところがあれば教えていただけますか。 

○説明員 学び方についての特徴ということでは、各発行者それぞれ言語活動ということを取

り入れて充実させております。どの発行者も子どもたちの理解が深まるように目標を設定し、

流れを示して、言語活動が充実できるように進めております。 

○宇田川久美子委員 日本語を大事にするというところから話し合いをするということは、と

ても大事だと思います。東京書籍の３年生の１８４ページから１９５ページにあります「いつ

ものように新聞が届いた」という、メディア的な役割について１１ページにわたって取り上げ

ているところがあるのですが、そこで私は、初めて「死者」という言葉と「犠牲者」という言

葉を大切に扱っているというところを読んで、自分自身も今まで読んでいて気付かなかったと
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ころなのですが、そういう意味で、言葉を大切にしているような特徴がそれぞれあったら教え

てもらえますか。 

○説明員 委員さんがおっしゃられた、この東京書籍も含めまして、全ての発行者において、

言葉を大切にして編集はされておりました。 

○宇田川久美子委員 震災を扱って、１０ページ以上でというところはすごく特徴的だなと思

ったのですけれども、他にそういう震災を扱ったような部分はいかがでしょうか。 

○説明員 各発行者、いろいろ災害教育等につきましては取り上げてはおります。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。それでは、続いて書写のご説明をお願いします。 

○説明員 書写の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、草加っ子の基礎・基本をもとに、各中学校では、書く

姿勢や筆記用具の持ち方、書体の違いに留意して文字を正しく書けるよう指導しております。

市内硬筆展や書き初め展など、競い合う場を設けての意欲の向上や日常生活の中での書写の技

能の向上に学校ごとに工夫していることがうかがえます。しかしながら、書体の違いに考慮し

て字形や筆順、配置等に気を付けること、また、書写の時間に習得した知識や技能を日常生活

における文字を書く場面にいかすことが課題となっております。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、学年間の系統的、計画的な

指導との関連についての工夫、硬筆と毛筆との関連についての工夫、目的に合わせて文字を整

えて書くことについての工夫と設定いたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。書写につきましては、各発行

者の筆使いの習得のページと学校生活で多く用いられている新聞やポスターなど、掲示物の書

き方を紹介したページを例に取って説明させていただきます。 

 東京書籍につきましては、１２、１３ページをご覧ください。楷書の基本点画について見開

き２ページで示しています。横画や縦画、折れなどの９つの基本点画を「トン」「スー」「ピ

タッ」と、生徒がイメージしやすいオノマトペ、擬音語を使って示しています。筆圧について

は、穂先の状態を絵図で示すとともにポイントが説明されており、生徒の理解を助けています。 

 ４４ページをご覧ください。職場訪問で学んだことを新聞形式でまとめた生徒作品を例に挙

げております。この新聞の詳しい書き方を１０１ページで説明しています。１０１ページをご

覧ください。新聞の基本的な書き方とポイントを端的に示して、生徒が新聞を作る際の参考に

なるようにしております。 

 次に、学校図書につきまして、１１ページをご覧ください。基本的な点画の復習につきまし
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て、小学校で学習したことの復習という形で１ページで示されています。点、右はらい、縦画

などの８つの点画の基本について、「はねる」「はらう」「とめる」など、ポイントを端的な

語句で示しております。 

 続いて８６、８７ページをご覧ください。「書写を生活に生かそう」という単元を設け、修

学旅行新聞や色紙を題材に、いろいろな筆記具の活用について説明しています。題名や大見出

し、リード文、小見出し、本文について示すとともに、実際の生徒作品を示して、相手に伝え

るための工夫をイメージしやすくしております。 

 次に、三省堂につきましては、９ページをご覧ください。「筆使いを確かめよう」というこ

とで９つの基本的な点画の筆使いを１ページで示しています。それぞれの点画について穂先と

筆圧のポイントを説明し、生徒の理解を助けています。また、毛筆で書くときの３つのポイン

トとして、穂先、軸、筆圧について絵図を示して説明しています。 

 さて、新聞形式につきましては４０ページをご覧ください。本の紹介として、はがき新聞を

一例として挙げています。続いて７２ページをご覧ください。このページでは掲示物、校内合

唱コンクールのポスターを例に挙げて、どのように書き方を工夫するのかを考えさせています。

ワークシートを使って書く内容や用紙、筆記具を決めたり、８３ページにありますようにレイ

アウトの工夫を分かりやすく説明したりしています。 

 次に、教育出版につきましては、１２、１３ページをご覧ください。基本点画の種類と筆使

いについて見開き２ページで示し、小学校での学習を振り返っています。筆圧の違いを１の力、

２の力、３の力で示し、生徒が実感できるよう、実際の筆使いの写真で示しています。また、

実際の漢字を例にした部分を示しながら、９つの基本点画についてポイントを示しています。 

 続いて、９６ページをご覧ください。目的や必要に応じて効果的に伝えることを目標、新聞

形式での地域を紹介する学習を取り上げています。文字の大きさや割り付けの工夫、筆記用具

の使い分けなど、読みやすく書くポイントの説明があり、生徒がイメージしやすい内容となっ

ております。 

 最後に、光村図書出版につきましては、６、７ページをご覧ください。点画の種類と筆使い

について、小学校で学習したことを確認しながら見開き２ページで示しています。筆圧と線の

太さについては、１の力、２の力、３の力の違いを生徒が実感できるよう、実際の筆使いの写

真で示しています。また、全ての例にこの１、２、３と筆圧を示すとともに、実際の漢字を例

にした部分を丁寧に示すことで生徒がイメージしやすく、系統的で確実な基礎・基本の習得を

目指しております。 
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 続いて７２ページをご覧ください。新しい情報をより多くの人に伝えたいという目的で、職

場訪問を題材にした職場訪問新聞を取り上げています。生徒の作成した実物の新聞をもとに、

「見出し」「リード文」「記事」という新聞の３要素について理解を深めるとともに、文字の

大きさや目立たせ方、図や表を用いてのレイアウトなど、読みやすく整えて書くために、大変

参考になると思われます。以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、書写についての説明が終わりました。ご質問等がございましたら

お願いいたします。 

○村田悦一教育長職務代理者 先程の話で、課題となっているのが、知識や技能を日常生活で

文字を書く場面にいかす、社会生活とのつながりということで、社会生活に役立つ学習のため

の教材数的なものとしては、各発行者どのような状況になっていますか。 

○説明員 社会生活にいかすということで、資料等で各発行者扱っており、充実したものを各

発行者が取り上げています。 

○村田悦一教育長職務代理者 埼玉県の教育委員会から出ているものでは、かなり差が出てい

るような感じがします。それから、視点としてやはり硬筆と毛筆との関連を図った教材数、こ

れも県の教育委員会から出ていますが、やっぱりちょっとその差があり、それは各発行者の、

いわゆる工夫になると思うのですが、私はさっき国語でも、学習、学び方という形でお聞きし

たのですが、書写の学び方、これは各発行者どのような形で書写を学んでいく、あるいはこう

いう学び方があるという形で示しているのでしょうか。 

○説明員 学び方につきましては、各発行者、毛筆を基本事項にしまして、その後、硬筆に結

び付けるという形で学び方を工夫しております。その後、日常生活にこの書写で習得した知識

や技能をいかせるようにということで工夫しているものがあります。 

○村田悦一教育長職務代理者 硬筆、毛筆との関連の学び方で、私はやはり硬筆は硬筆の学び

方、毛筆は毛筆での学び方があると思うんですね。そういう形でいきますと、私もかなり見ま

したが、教育出版の８ページに学習の進め方という形ではっきり出ているのですが、これが目

標を示して、「考えよう」、また教科書との文字の比べ、そして「生かそう」、「振り返ろう」。

私の書写の経験ですと、いわゆるお清書という形で最後書いて終わりというのがこれまでの昔

の習字だったのかなと。今はもう硬筆、毛筆の時間では清書という言葉は使わないということ

を最近聞いたのですが、要するに清書したらもうそこで終わりですから、次にいかすことがな

い。これはＰＤＣＡの学習スタイル、自分で計画を立てて、目標を立てて、やってみて、次に

どう改善していくのか、そういうものがやはり書写の中でもいかされているということ、他で
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も同じような形ですが、目標を決めて、はっきりと４つの段階で示しているところ、ここが特

徴的なのかなと感じます。 

 あと、もう一つ、観点で目的に合わせて文字を整えて書くことについての工夫ということで、

先程は筆使いとか掲示について説明があったのですが、具体的にはどんなことが大切で、ある

いはこの教科書ではどんなところでというものがありましたら教えていただけますか。 

○説明員 目的に合わせて書くということで、書写の時間で習った技能、知識を学校生活や日

常生活の中で文字を書くときにいかせるように、そういう工夫が各発行者に盛り込まれており

ます。 

○村田悦一教育長職務代理者 そういう意味では、教育出版は最初にはっきりと目的に合わせ

て書こうという形で、掲示物、ノート、メモ、手紙、色紙、短冊、それがどういう形で目的が

あってというように出ています。各発行者出ているのですが、やはり最初にこのように、書写

の一番のねらい、学習指導要領にも出ていますが、目的や必要に応じてとか、身の回りに多様

な関心を持って、効果的に文字を表現する、そういうことが分かりやすく出ている。その辺の

ところが書写では私は大事なのかなという気がいたします。 

○宇田川久美子委員 国語の教科書と書写というのは、今、草加では同じ発行者を使っていま

すが、関連性というのはどうでしょうか。各発行者、連動されている部分はありますか。 

○説明員 同じ発行者ですので、連動する部分もあれば、連動していない部分もありますが、

各発行者で工夫はしています。 

○宇田川久美子委員 同じ発行者を使うことによる利点はありますか。また、違うところにし

たときの不利な点はありますか。独立しているものであれば問題はないと思うのですけれども、

連動しているからここが良いみたいなところはありますか。 

○説明員 確かに、書写と国語の教科書の連動ということについては、各発行者で別の内容を

取り扱っていることが前提ですので、連動していなくても大丈夫と思います。ただ、実際、子

どもたちが使うとなるのであれば、指導しやすい、学習しやすいという意味では、同じ発行者

のほうが学習しやすいということもあります。 

○宇田川久美子委員 例えばどんな点ですか。 

○説明員 例えば、国語の教科書に載っていた文言が書写の事例で使われていたりすると、子

どもにとっては親しみやすいと思われます。 

○加藤由美委員 各教科書で題材が沢山あるのですが、実際、授業の中でどれぐらいの割合で

使われているのでしょうか。例えば、手紙の書き方とかあるのですが、実際、授業の中でお手
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紙を書いたりとか、はがきを書いたりということはやっているのでしょうか。 

○説明員 各学校で年間指導計画を作成しておりまして、それに基づいて教材としてこういう

教科書の作品等を利用しているというのがうかがえます。どれぐらいかとなりますと、各学校

で軽重はありますが、取り扱っております。 

○宇田川久美子委員 小学校のときの書き方と、中学校の書写とは、基本的にどんな違いがあ

るのですか。 

○説明員 小学校は、文字等を正しく書くのを目標にしております。中学校では、やはり書体

の違いに注意して字形や筆順、配置等に気を付けて書く、あるいは学んだ知識をいかして目的

に応じて書けるようにするというのがねらいでございます。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 それでは、次の教科に入ります。説明員の方、お入りください。 

 

＜地理・歴史・公民・地図＞ 

○説明員 社会科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、作業的な学習や調べ学習には意欲を示しますが、調べ

た内容から自分の考えを持つことや、自分の言葉で表現する力、また、資料を読み取り、それ

を活用して多面的、多角的に考察する力が課題でございます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点でございますが、地理的分野、歴史的分野、公民的分

野、地図について、それぞれ次のように設定いたしました。地理的分野ですが、地理的な見方

や考え方の基礎を培う工夫。歴史的分野ですが、資料や知識に基づき多面的、多角的に考察す

る工夫。公民的分野ですが、国民主権を担う公民として必要な基礎的教養を培う工夫。地図で

すが、地理的な見方、考え方の工夫といたしました。 

 中学校社会科の学習指導要領の目標にもありますとおり、社会科は広い視野に立って、社会

に対する関心を高め、諸資料に基づいて多面的、多角的に考察することが大事であり、教科用

図書はそのための手段として使用いたします。つまり、学習課題を解決するために資料を適切

に収集、選択、処理、活用し、それらの資料に基づいて多面的、多角的に考察し、公正に判断

する態度を身に付けさせることが大事です。したがって、教科用図書がどのような資料を掲載

し、いかに生徒に多面的、多角的に考えさせることができるのかがポイントになると思われま

す。 

 それでは、最初に地理的分野について申し上げます。各発行者の日本の山地や平野、河川に
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ついて記述している単元を例に取ってご説明申し上げます。まず地理的分野については、各発

行者とも見開き２ページが１時間の内容となっており、問題解決学習の構成となっております。

学習課題が左上、学習内容の振り返りが右下に設けられております。振り返りについては、各

発行者で特色があります。２段階で更に深めるように設定されているものもあります。 

 まず、東京書籍ですが、１４４ページから１４７ページをご覧ください。この単元では写真

資料が多く、地形の様子がよく分かります。１４７ページの扇状地と三角州は写真と地形図を

並べて掲載するなど、イメージを持ちやすく、地理的な見方の基礎が学習できるという工夫が

されています。１４７ページの上に掲載されている地形の分類表も特色です。教科書全体を通

して、写真、地図、表、グラフ等が豊富に掲載され、さらに、それぞれの資料についての説明

が詳細で、読図や作図などの技能を高め、調査学習を進める上での資料が充実しています。 

 次に、教育出版ですが、１４０ページをご覧ください。地図などの資料が大きく、見やすい

のが特色です。１４０ページの扇状地や三角州、リアス式海岸など、代表的な日本の地形を示

す写真が効果的に掲載されており、イメージが持ちやすくなっております。教科書全体を通し

て写真、地図、表、グラフ等が豊富に掲載され、見開き２ページの左上の導入資料には「見て

みよう」というコーナーで詳細に資料が説明されています。 

 次に、帝国書院ですが、１３４ページから１３７ページをご覧ください。写真資料が大きく

見やすいので、地形の様子がよく分かります。１３７ページには写真とイラストから、扇状地

とその利用、三角州等の利用について、解説が効果的に掲載されています。教科書全体を通し

て、写真、地図、表、グラフ等が豊富に掲載され、「資料活用」というコーナーで資料に関す

る問題を提示し、資料のポイントとなる点を押さえています。 

 最後に日本文教出版ですが、１３４ページをご覧ください。地図が大きく見やすくなってお

ります。１３４ページに扇状地、三角州の写真が掲載されています。漫画のキャラクターが具

体的な学習課題をコメントしています。また、日本の全山脈、山地、及び全ての平野を掲載し

ているのが特色です。教科書全体を通してでは、「スキルＵＰ」というコラムで地理的学習を

進めるに当たって必要な技能を系統立てて習得できるように構成されています。 

 次に、歴史的分野について申し上げます。歴史的分野については、各発行者とも鉄砲とキリ

スト教の伝来について記述している単元を例に説明いたします。歴史的分野については、各発

行者とも見開き２ページが１時間の内容となっており、問題解決学習の構成となっております。

そのうちの１発行者が、２章からは生徒自らが課題を設定して取り組むように構成されていま

す。学習課題が左上、学習内容の振り返りが右下に設けられております。振り返りについては
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各発行者で特色があります。２段階で更に深めるように設定されているものもあります。 

 まず、東京書籍ですが、１０４ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風や火縄銃、ザビエ

ル肖像画など、２ページで７つの資料が掲載されております。他の発行者との比較では、キリ

シタン増加のグラフが特色となっています。それぞれの資料についての説明が詳細で、１単元

ごとのメインの資料についても案内役の人物が資料についての問題を提示しています。１０４

ページの下には、時代のスケールが掲載され、どの時代になるのかが分かるように工夫されて

います。教科書全体を通してでは１０９ページに掲載されているように、「歴史にアクセス」

のミニコラムや、「私たち歴史探検隊」「深めよう」など、多種多様な資料を計７３のテーマ

を随所に掲載しております。 

 次に、教育出版ですが、９４ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風や火縄銃、ザビエル

肖像画など、東京書籍と同じく２ページで７つの資料が掲載されております。他の発行者との

比較では、キリスト教の広まりの図が特色です。それぞれの資料についての説明が詳細で、さ

らに小学校で学習した人物資料と中学校で学習する人物資料の違いを表示しています。９４ペ

ージの課題の上には、世紀を表したスケールが掲載されています。教科書全体を通してでは、

「郷土の歴史を探ろう」５テーマ、「資料から歴史を探ろう」５テーマなど、見開き２ページ

の特設コーナーで資料を計４９テーマ掲載しているのが特色です。 

 次に、清水書院ですが、９８ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風や火縄銃、ザビエル

肖像画など、２ページで５つの資料が掲載されております。資料の中にコラムが掲載されてい

ます。教科書のサイズは他の発行者と比べると小さいため、資料も比較的コンパクトにまとめ

られています。単元タイトルの横に学習のめあてとなる課題を明示しています。さらに、学習

した内容を文章でまとめたり、表に整理するための課題を最後に示しています。教科書全体を

通してでは、「もっと知りたい歴史」や、１０７ページをご覧ください。「歴史のとびら」「地

図で見る世界史」など、ミニコラムを中心にしてさまざまな資料を計４３テーマ掲載しており

ます。 

 次に、帝国書院ですが、９０ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風や火縄銃、ザビエル

肖像画など、２ページで６つの資料が掲載されております。他の発行者との比較では、銀の動

きの資料が特色です。９０ページ、９１ページには地域の歴史を紹介した「地域史」というコ

ラムが掲載されています。教科書全体を通してでは、７２ページにある「タイムトラベル」で

は、見開き２ページを使って時代のイラストが描かれ、本文との関係が分かるように記載され

ています。ミニコラムを始め、さまざまなコラムを計８０テーマ掲載しております。 
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 次に、日本文教出版ですが、１０４ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風やザビエル肖

像画など、２ページで４つの資料が掲載されております。他の発行者との比較では、鉄砲・キ

リスト教と信長との関係地を示した図が特色です。また、１０４ページの左側には、縦に時代

と世紀のスケールが掲載され、この単元がどの時代なのか分かるように工夫されています。単

元のメインになる資料について、案内役が資料の内容について問題を出しています。教科書全

体を通してでは、１８１ページをご覧ください。「でかけよう地域調べ」「歴史を掘り下げる」

「プラスアルファ」など、特設コーナーやミニコラム等、計５８テーマの資料を掲載しており

ます。 

 次に、自由社ですが、１１４ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風や火縄銃、ザビエル

肖像画など、２ページで５つの資料が掲載されております。教科書のサイズが小さいため、資

料は比較的コンパクトになっております。単元タイトルの下に、その時間で学習する内容の見

通しを持つための課題を明示してあります。単元の学習で押さえておきたい要点を問題形式に

して示しています。教科書全体を通してでは、１２１ページをご覧ください。「もっと知りた

い」「人物クローズアップ」「外の目から見た日本」など、見開き２ページの読み物資料を中

心に、計３５テーマ掲載しています。人物に焦点を当てた資料が多くあります。 

 次に、育鵬社ですが、１０６ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風や火縄銃、ザビエル

肖像画など、２ページで５つの資料が掲載されております。１０７ページには、「歴史にビュ

ー」があり、本文の内容に関わる事項について解説しているところは他の発行者とは違う構成

になっています。教科書全体を通してでは、各章の導入ページとして「歴史的絵巻」があり、

これからの時代の学習の大きな流れを読み取ることができ、さらに本文との関係も示されてい

ます。単元内容をより詳細に発展させた読み物資料が特徴で、１２８ページをご覧ください。

「歴史ズームイン」「人物クローズアップ」「なでしこ日本史」など、計６４テーマ掲載され

ています。 

 最後に、学び舎ですが、９６ページをご覧ください。南蛮人渡来図屏風や火縄銃、ザビエル

肖像画など、２ページで５つの資料が掲載されております。単元のタイトルの上に大きな資料

があり、この資料を第１セクションとして、ここから感じたり疑問に思ったりしたことを出し

合い、課題を立てるような構成になっています。この資料は大体が人々の姿が中心となってい

ます。９８ページにあるような「フォーカス」という歴史の舞台に焦点を当てたコラムが掲載

されています。教科書全体を通してでは、まず、大きさが発行者の中で一番大きく、文字や資

料等も大きく、見やすいです。第１章は学習課題が記載されていますが、第２章以降は生徒の
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疑問から設定するような工夫がされています。６部１０章から成り、章の初めと終わりには資

料が掲載されています。２９４ページからの年表は、詳細に記されています。地理と歴史につ

いては以上です。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、地理と歴史についての説明が終わりました。ご質問等がございま

したらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 歴史のほうで、教科書によって戦争に対する認識が違うように思えたの

ですが、その辺の調査等はどうでしょうか。 

○説明員 戦争中の史実に関することについては非常に難しい問題でありまして、論争中の歴

史的な事柄もあります。どの立場で史実を記述するかでも変わってきます。そのため、専門部

会では、全て検定済みの教科書であることから、そうした記述の違いについては特に取り上げ

て比較するようなことはやっておりませんでした。 

○小澤尚久委員 資料を活用して多面的、多角的に考察するというところ、主眼として挙げら

れていると思うのですが、今説明した中で結構ですので、もう少し詳しく、こういうところが

特徴的だとか、こういうところが効果的というところがありましたら教えていただければと思

います。 

○説明員 歴史の分野につきましては、それぞれの教科書で工夫されているところがたくさん

あります。資料につきましても、それぞれの発行者によって違っておりまして、例えば東京書

籍ですと、「歴史スキルアップ」４テーマ、それから「調査の達人」が１３テーマ、「歴史に

アクセス」３０テーマ、「女性コラム」７テーマ、「深めよう」１３テーマ、「私たち歴史探

検隊」６テーマ、合計７３テーマというようなところで、ミニコラムを始め、様々なコラムを

掲載しております。 

 同じように教育出版も全部で４９テーマ。これはミニコラムではなくて、見開き２ページの

特設のコーナーを作っています。 

 清水書院のほうは４３テーマ。これもミニコラムを始め、様々なコラムを掲載しています。 

 帝国書院につきましては合計８０テーマ。これはミニコラムが中心となっています。ミニコ

ラムというのは比較的小さい、見開きというのは大きくとらえていく見方の資料の提示の仕方

ということで考えていただければと思います。 

 日本文教出版は５８テーマで、ミニコラムを始め、様々なコラムを掲載しています。 

 自由社は３５テーマ、見開き２ページの読み物資料が中心となっています。 

 育鵬社につきましては、６４テーマ。ミニコラムを始め、様々なコラムを掲載しているとい
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うような形で、それぞれの発行者によって特徴があるのですけれども、資料を折り込んでいる

というところはあると思います。 

○小澤尚久委員 使い方にもよるのでしょうけれども、このコラムというのがいろいろな見方、

考え方を養っていくのに有効であるということはまず一つ言えると。 

○説明員 はい。資料を活用していくということはあると思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 社会科の学び方としては、やはり問題解決学習ということが言

えると思います。特に資料の活用ということでは、生徒の立場からの資料活用、また、教師の

立場から言うと、どう資料を活用させるのか、といったことがあります。その教科書の良さを

どう伝えていくことができるのか、教師の課題にもなっていくと思います。そうすると、特に

社会科では教科書以外にも掛図とかいろいろなものがあると思うのですけれども、そういうも

のは各発行者で違うのか、あるいは同じようなものが出ているのか。例えば、電子教科書とか、

そういうものの過渡期にあると思うのですが、特に社会科、いろいろな資料が各発行者出てい

ると思いますが、その辺について特に分析とか情報はないのでしょうか。 

○説明員 発行者からの、教科書以外の資料については分析しておりません。 

○村田悦一教育長職務代理者 教師が指導しやすいというか、より資料の活用ができるような

形での、工夫については同じなのか、それとも差がありますか。 

○説明員 それほど大きな差はないと思います。その資料を使いながらどのような課題を設定

して問題解決していくかというような形で活用していくことは可能だと思います。 

○宇田川久美子委員 教科書のサイズが大きいものと、小さいものがありますが、大きさを変

えていることの理由はありますか。資料が多くあったほうが良いのであれば、大きいほうが見

やすいように思うのですけれども。 

○説明員 専門部会でもそれは話題になりまして、大きいほうが見やすいだろうけれども、あ

まり大きく、厚いとそれもどうなのかなという話もありますし、６時間授業あるわけですから、

教科書６冊持っていくのは、子どもたちはかなりの重さになるという話も出ました。大きさに

ついては、大きいほうが見やすいということはあるのかもしれませんが、ただ、その中に適切

に資料が掲載されていれば、どの教科書も同じように活用することは可能だと思います。 

○宇田川久美子委員 子どものことを考えると、小さいほうが持ち運びしやすいということで

しょうか。 

○説明員 そういう意見も出てきましたが、必ずしもそのような理由でそれが良いというわけ

でもありません。 
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○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。それでは、続いて公民と地図のご説明をお願い

します。 

○説明員 公民的分野について申し上げます。 

 各発行者とも地方自治について記述している単元を例に説明いたします。公民的分野につき

ましては、各発行者とも見開き２ページが１時間の内容となっており、問題解決学習の構成と

なっております。課題が左上、学習内容の振り返りが右下に設けられております。振り返りに

ついては、各発行者に特色があります。２段階で、更に深めるよう設定されているものもあり

ます。 

 それでは、まず最初に東京書籍ですが、１０２ページから１０９ページをご覧ください。写

真資料を中心に図、グラフ、表など、４時間の扱いで２７の資料が掲載されております。 

１０２ページの「公民にアクセス」、１０７ページの「公民にチャレンジ」は、学習内容を深

め、主体的に学習を進めることができるための資料となっています。教科書全体を通してでは、

資料が豊富で、章の初めにはその章を特徴づける資料を掲載し、話し合い活動を通して公民と

して必要な基礎的な事項について考えさせるような構成になっています。 

 次に、教育出版ですが、１０６ページから１１３ページをご覧ください。グラフ資料を中心

に写真、図、表など、４時間の扱いで２５の資料が掲載されております。１０９ページには、

「公民の窓」があり、単元の学習に関連している資料を掲載しています。教科書全体を通して

では、１１４ページの「言葉で伝え合おう」のように、表現力を育成するための効果的な資料

が掲載されているのが特色です。また、特に重要なグラフ等の資料には、「読み解こう」を設

け、資料を読み解く手掛かりを示しています。 

 次に、清水書院ですが、８６ページから８９ページをご覧ください。写真、図、グラフ、表

など、２時間の扱いで九つの資料が掲載されております。教科書全体を通してでは、教科書が

小さいため資料はコンパクトにまとめられております。８４ページの「もっと知りたい公民」

では、学習に関連する資料から、更に興味や関心を広げることができたり、９０ページの「深

める公民」では、学習に関連するテーマを掘り下げ、知識と理解を深めるための資料となって

います。このような見開きの特設コーナーでの資料掲載が特色となっています。 

 次に、帝国書院ですが、８８ページから９５ページをご覧ください。写真資料を中心に図、

グラフ、表など、４時間の扱いで２６の資料が掲載されております。８８ページの「クローズ

アップ」のコラムのように、最初のコラムを単元の課題とともに掲載し、導入や学習課題で活

用できるように工夫されています。教科書全体を通してでは、３０ページのように、各部の初
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めにイラスト等を見ながら、身近な出来事と結び付けて考えさせ、各単元の問題解決学習へと

入っていくような構成になっています。 

 次に、日本文教出版ですが、８６ページから９３ページをご覧ください。写真資料を中心に

グラフ、図、表など、４時間の扱いで２６の資料が掲載されております。また、各単元や学習

課題のほかに、導入時に使用することができる資料の中にも、課題を提示しているのが特徴で

す。本文の下には、地理的・歴史的分野との関連について記載されています。教科書全体を通

してでは、９４ページの「明日に向かって」や、８４ページの「情報スキルアップ」のように、

特設ページで解説する資料や、「公民プラスアルファ」「アクティビティ」のようなミニコラ

ムなど、多種多様な資料を掲載しています。 

 次に、自由社ですが、１０２ページから１０５ページをご覧ください。写真資料を中心にグ

ラフ、図、表など、２時間の扱いで１３の資料が掲載されております。教科書全体を通してで

は、教科書が小さいため資料はコンパクトに配置されています。１００ページの「もっと知り

たい」、１８４ページの「課題の探求」のように、写真や図表を示し、見開き２ページの読み

物資料を掲載しています。また、各章のまとめでは、単元の重要語句を提示し、学習の発展で

は文章でまとめるようなテーマが示されています。 

 最後に、育鵬社ですが、１１２ページから１１７ページをご覧ください。写真資料を中心に

グラフ、図、表など、２時間の扱いで１５の資料が掲載されております。一単元ごとに中心と

なる資料は、案内役の人物が資料の問題を提示しています。教科書全体を通してでは、１１８

ページの「やってみよう」のように、見開きの２ページを使ってテーマを掘り下げて解説した

り、８０ページの「理解を深めよう」のように、学習内容を深化させるための資料が掲載され

ております。 

 次に、地図について申し上げます。各発行者とも北アメリカ州について記述している単元を

例に説明いたします。 

 まずは東京書籍ですが、５７ページから６３ページをご覧ください。基本図では、縮尺や図

法、北アメリカ州の地球上の位置や国々の国旗を明記しています。資料については基本資料と

テーマ資料とを区別しており、基礎・基本として押さえるべき知識としての資料と、問題解決

学習として活用する資料とを明確に区分しているのが特色です。５９ページ以降の北アメリカ

州の資料をご覧いただきますと分かります。全部で２２の資料が掲載されておりますが、６１

ページの「アメリカ合衆国の農業」、６３ページの「さまざまな民族が住むロサンゼルス」の

ように、写真資料も掲載されております。 
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 次に、帝国書院ですが、５９ページから６５ページをご覧ください。基本図では、東京書籍

と同じように、縮尺や図法、北アメリカ州の地球上の位置や国々の国旗を明記しています。必

ず同緯度、同経度、同縮尺の日本を掲載しているところが特色です。６０ページの北アメリカ

州の地図をご覧ください。ニューヨークは青森県と同緯度であることが分かります。また、「地

図を見る目」を設け、地図を見る際のポイントを押さえています。資料については、最初に基

本となる州の自然や生活、気温、降水量等の資料、その次に問題解決学習として活用する資料

を掲載しております。６１ページ以降の北アメリカ州の資料をご覧いただきますと分かります。

６３ページの鳥瞰図や６２ページの大規模農業の図、そして日本との結び付きを示す資料を必

ず掲載しているところが特色です。また、話題のシェールガス田の分布などもあります。以上

でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、公民と地図についての説明が終わりました。ご質問等がございま

したらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 育鵬社の教科書２０１ページに「再生可能エネルギーの利用」という単

元で、「人類のエネルギー問題を根本的に解決するには、人工の太陽をつくり出す核融合発電

の実用化を待たねばなりません」という記載がされていて、これは私の認識と違うので、この

文章は読んで驚いたのですけれども、他の教科書とかでは、この辺の再生可能エネルギーの利

用みたいなところは、どのような記載なのですか。 

○説明員 再生可能エネルギーのところについての比較につきましては、専門部会では、先程

の地方自治のところで比較をさせていただきましたので、特に話題にはなりませんでした。 

○宇田川久美子委員 ちょっとこの文を読んで、「待たなければなりません」というのは、そ

れぞれの見解ですけど、核をずっと持っていなくちゃいけないということを決めている文章の

ような感じがいたしまして、他の発行者について、この辺りの比較はされていませんか。 

○説明員 今回は、地方自治のところの比較ということでさせていただきました。 

○井出健治郎委員 公民の中で２点お聞きしたいことがあります。先程の地理と歴史について

は埼玉に関することとか、残念ながら草加はなかったのですけれども、公民の個々の写真とか

何でもいいのですが、その中で埼玉を取り上げているとか、草加が出てくるとか、そういう身

近に感じられるものはあるのか。あるならどういう発行者があるのか。 

 もう１点、公民というとどうしても、どちらかというと政治とかそういうことが多いという

印象がありますが、いつかは就職する企業のこととか、そういうことを結構取り上げているよ

うなところがあるのかどうか。これが公民についての２点お伺いしたいことです。あとは、い
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つも採択のときには問題になりますが、三つ、あるいは地図を入れると四つなので、いろいろ

な発行者を選択することに対してどういうイメージを持たれているか。 

 その大きく２点です。公民について１点と、あとは全体、先程、地理と歴史のときは聞きま

せんでしたが、公民と地図を含めた全体で、発行者が違うことに対してどうなのかというのを

お伺いできますか。 

○説明員 会社や企業の扱いについては、経済分野の中に含まれてはいますので、企業の在り

方、日本の財政、あるいは地方公共団体の進め方と併せて扱っております。 

 それから、教科書がそれぞれ違うことによってというところですけれども、地理と歴史と公

民と地図ということで四つあるわけですが、別々の発行者であっても大丈夫です。ただ、勉強

の仕方としてみますと、１、２年生のときに地理と歴史を学びます。３年生のときには公民を

中心に、若干歴史も学びますので、そういったときには同じ教科書であると扱いやすい部分が

あるのかもしれないですが、基本的にはばらばらの教科書でも大丈夫です。 

○宇田川久美子委員 地図については、埼玉県では現在は全部、帝国書院のものを使われてい

ますが、これは理由がありますか。 

○説明員 特色につきましては、それぞれの発行者、例えば東京書籍の地図についても先程申

し上げたとおりですし、帝国書院の地図についても同じように特色があると思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 ここで選挙権が１８歳という形で、義務教育は中学までですか

ら、来年もし教科書を使って高校等へ進学をしなければ、そこでもう次の選挙になる。今回、

そういう想定をした教科書があるのか。あるいはその辺のところは実際に公民として必要な教

養ですから、選挙制度とかそういうものについては述べられていると思うのですけれども、現

実に１８歳になるという、あるいはそこで社会に出るという、そういう形の中で教科書を見た

ときにはどうですか。 

○説明員 選挙権が自分に与えられて、自分の１票が国の政治を支える、もしくは変えていく、

それから地方の政治を変えていくというところであると思うのですけれども、それはそれぞれ

の教科書で取り扱っています。例えば、模擬投票という形で模擬選挙を扱っているところもあ

ります。国の政治、地方自治の中でも、選挙をする、そして私たちの声を国や地方に届けてい

くということは大切なことであるのだということは、選挙権が１８歳になる前からずっと生徒

は学習しています。選挙権が１８歳になるということを踏まえ、引き続き教科書の資料を使い

ながら適切に学習していくことが必要ではないかと思います。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 
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 他になければここで休憩を取りたいと思います。１１時１０分から再開したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

（ 休 憩 ） 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、再開させていただきます。次の教科の説明をお願いします。 

 

＜数学＞ 

○説明員 数学科の教科書についてご説明申し上げます。 

 初めに、草加市の生徒の実態でございますが、草加っ子の基礎・基本、数学、検証問題にお

いては、達成率は向上しています。全国及び県の学力・学習状況調査においては、全体的に全

国及び県の平均正答率を下回る傾向にあります。特に、Ｂ問題、すなわち、数学を活用したり、

根拠を明らかにしながら筋道を立てて考えたり、説明したりする力が弱い傾向にあります。基

礎・基本をより確実に定着させるとともに、それらを活用して考えたり、数学的な言葉で表現

したり説明したりする力をより高めることが課題であると考えています。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、このような実態から、「数

学を活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる工夫」といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。数学科につきましては、基礎・

基本のより確実な定着と数学を活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる工夫

を中心に、各発行者の第３学年のものを例に取って説明させていただきます。 

 初めに東京書籍につきましては、まず２４ページをご覧ください。そこにございますように、

目標、Ｑ、例、確かめ、問いの順に配列されていて、基礎・基本が確実に定着できるような問

題が工夫されており、きめ細やかな指導がしやすくなっています。欄外の「もっと練習！」に

補充問題があり、そのページの下に回答が示されているので、生徒が学習に取り組みやすくな

っています。 

 次に、１５６ページをご覧ください。ここにあります「活用の問題」では、既習事項をもと

に更に発展的に考えたり、活用したりすることで解決できる問題で、特に、事柄や事実、方法、

理由などを説明する記述式の問題が取り上げられています。また、「数学のまど」では、社会

や職業における数学の活用を取り上げています。 

 次に、大日本図書につきまして、初めに８０ページをご覧ください。見開きの２ページ分が
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１時間の授業に対応するように構成されています。この構成の仕方は、教科書全体にわたって

いて、必ず左ページから授業をスタートすることができるので、学習に取り組みやすくなって

います。 

 次に、１７２ページをご覧ください。ここにございます、章末の「もっと数学！」では、そ

れまでに学習した内容を使うことにより、数学を活用して考えたり、発展的な課題に取り組め

たりするように工夫されています。 

 次に、学校図書につきましては、初めに４１ページをご覧ください。ここにございます「ま

とめの問題」では、これまでの学習を振り返りながら、基礎、応用、活用の順に問題が配列さ

れており、基礎的な内容から活用の問題まで、見通しを持って進められるように工夫されてい

ます。 

 次に、２３６ページをご覧ください。「さらなる数学へ」では、日常的な課題や教科横断的

な課題を設け、レポートの作成や発表の仕方、共同学習の進め方など、今までに学んだことを

総合的に活用する内容を取り上げています。 

 次に、教育出版につきましては、初めに４６ページをご覧ください。ここにございますよう

に、各章の初めに「何章、何々を学習する前に」というコーナーを設け、問題形式で既習事項

を振り返るよう工夫されています。基本的な内容を押さえ、その章の学習内容にスムーズに取

り組めるよう工夫されています。 

 次に、２３８ページをご覧ください。ここにございます「数学で大切にしたい考え方」では、

数学で使われるさまざまな考え方について、具体的に問題を解決する中で、それらの考え方が

身に付けられるよう工夫されています。また、それらの考え方がどの問題で使われていたかペ

ージを示し、振り返ることができるようになっています。 

 次に、新興出版社啓林館につきましては、初めに１７ページをご覧ください。問４の右側の

ところに、繰り返し練習のためのページが示されています。この例では、２０７ページとなっ

ております。該当の２０７ページを見ると、さらに進んで取り組んだり、力を伸ばしたりする

ための問題が用意されています。 

 別冊の『Ｍａｔｈ Ｎａｖｉブック』をご覧ください。この別冊『Ｍａｔｈ Ｎａｖｉブック』

には、全体を通してさまざまな形の問題や課題があり、生徒はいろいろな場面で数学を活用す

ることができるように工夫されております。 

 次に、数研出版につきましては、初めに４ページをご覧ください。「出発前のクイックチャ

ージ」では、今までに学んだ内容を振り返り、新しい学習内容が無理なく身に付けられるよう
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に既習事項の確認と、そのためのドリルが用意されています。 

 次に、１９０ページをご覧ください。ここにございます「やってみよう」では、その章で身

に付けた知識や考え方を活用して、身の回りの日常的な課題を解決し、数学の有用性が分かる

活用場面などが設定されています。 

 最後に、日本文教出版につきましては、初めに９２ページをご覧ください。中学生に親しみ

やすいマテマや、中学生キャラクター、これを登場させ、注意を促し、あるいは考え方のヒン

トを示すなどの工夫があります。このキャラクターは各章の導入にいかされています。 

 次に、１１７ページをご覧ください。ここにございます「やってみよう」では、そこで学ん

だことを用いて問題を解くことで、数学を学ぶ意義や良さが分かるような課題を設定し、数学

の有用性を味わわせる工夫がされています。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 草加市の生徒の実態のところで、「数学的な言葉で表現したり説明した

りする力」にある「数学的な言葉」というのは具体的にどういうもので、それぞれ教科書では

どんな形でいかされているのでしょうか。 

○説明員 例えば根拠や理由をきちんと説明できることがあると思います。こういう理由など

で、こうなりますというような。 

○宇田川久美子委員 「数学的な言葉」というのは「理論的な」ということですか。 

○説明員 それも含まれています。しかし、それだけではありません。 

○宇田川久美子委員 他にはどんなことがあるのですか。 

○説明員 例えば、数学の専門的なことで言うと、帰納とか演繹とか、そういう考え方がござ

いまして、数学的な考え方というふうに一般的には言っております。例えば具体的な幾つかの

例から一般的な法則を見つけ出すことは帰納という方法です。それから、ある事柄から別の事

柄を類推するとか、幾つかの例からこんなことが言えそうだとか、そういう根拠を示しながら

説明するような力と考えています。 

○宇田川久美子委員 事例に基づいて、根拠を持ってというようなことですね。 

○説明員 そういうことを含めた説明の仕方を身に付けることが、少し足りていないというこ

とです。 

○村田悦一教育長職務代理者 今日は特に学び方についていろいろ聞いているのですが、いわ

ゆる学習の進め方、特に算数、数学に限らず、主体的に学習していくことが、やはり「分かる」

「できる」ということにつながっていくと思います。そういう意味で、学習の流れが、中学生
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になって主体的にどんどんできていくような形になっているのか、学習の流れとしては各発行

者同じような形なのか、特にそういう、主体的に学べるような数学的な教科書になっている特

徴的なところがあれば教えていただけますか。 

○説明員 各発行者とも工夫をされていると思います。例えば、ノートの書き方などを具体的

な例にして、教科書の巻頭のほうで示している発行者が多くあります。また、巻末のほうで、

課題学習であるとか、レポートのまとめ方、発表の仕方などを示している発行者もございます。 

○村田悦一教育長職務代理者 各発行者いろいろな工夫をしていて、特にここが良い、ここが

あまりやっていないということではなくて、それを教師がどう使いこなしていくかという意味

ではそれぞれの教科書で主体的な学びができるようになっているという形でよろしいですか。 

○説明員 はい。どの発行者も工夫されているというふうに考えています。 

○村田悦一教育長職務代理者 それから、草加寺子屋を含めて、算数、数学、特に幼保小中の

連携という形の中で、特に小中全体を明らかにして、どこでつまずいたらどこでという、小中

のつながりを一番意識している、分かりやすくしている、そういう視点で見たときに、数学の

教科書はいかがですか。 

○説明員 今までの関連性を示したものを一覧にして示している発行者もございます。 

○村田悦一教育長職務代理者 全部ではないのですね。 

○説明員 全部の発行者にあるということではないです。 

○村田悦一教育長職務代理者 それはどこがやっているのですか。 

○説明員 一つの例ということであれば、東京書籍の３年生の巻末のところにございます。そ

こに、それは既習事項との関連が見やすくなっていると思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 小学校との関連までをどこかに分かるようにというのは。 

○説明員 例えば、先程お話しした既習事項の内容を確認するというところも発行者で工夫さ

れています。 

○井出健治郎委員 数学を、いわゆる身近に感じるような取組はよく分かったのですが、まず

一つ、ここで結論でなくていいのですけれども、これだけの発行者があると、多分、先生方が

ご覧になると、いわゆる学力レベル的に、この教科書は結構なレベル感を扱っているとか、つ

まり草加市の子どもにとっては意外と難しいかなとか、これなら易しいかなとかのレベル感は

何となく感じていらっしゃるのかどうか。もう一つは、今、村田委員から、あるいは先生から

お話がありましたが、子ども教育連携推進室で数学に関しては小学校から系統の冊子を作って

いて、そういった小中のつながりを反映している特徴がある発行者もあるという認識でよろし
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いですか。 

○説明員 程度の差はあると思いますけれども、意識はされていると考えます。練習問題等の

分量は、やはり多少の違いはあると思いますので、先程おっしゃったレベルといいますか、力

といいますか、それは少し教科書によって差があると思います。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 それでは、次の教科に入ります。説明員の方、お入りください。 

 

＜理科＞ 

○説明員 理科の教科書についてご説明を申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、自然事象への関心、意欲、態度、及び観察実験の技能

に課題が見られます。 

 この草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、主体的に学習に取り組

むことを大切にしながら、実社会、実生活との関連を図る工夫といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。理科につきましては、各発行

者の第１学年のものを例に取って説明させていただきます。 

 まず、東京書籍につきましては、初めに７６、７７ページをご覧ください。７６ページのや

や上のほうに、クエスチョンマークで学習課題を提示しています。それに対する結論を右の

７７ページの中ほどにまとめとして明示しています。この構成が本教科書の特徴、特色です。

そのまとめの上に、「ここがポイント 密度を求める式」というのがありますが、ご覧くださ

い。このように公式や重要な事項は、「ここがポイント」欄を設け、強調して確実な習得を図

っています。さらに、まとめの下に例題、練習がありますが、この「ここがポイント」に対す

る丁寧な解説場面や演習を設けています。 

 ２ページ、３ページの目次のところですが、３ページ右側のほうに、１学年で学ぶ学習内容

が載っておりますが、左側端、２ページのほうに、小学校の学習内容との関連が載せてあり、

この関連が一連で示されております。 

 また、巻末付録になりますが、この付録に特徴があり、ペーパークラフトで立体的に理解で

きるようなものになっております。以上でございます。 

 次に、大日本図書につきましては、まず、６６ページ、６７ページをご覧ください。単元の

扉の見開きのページ中央に、これからの学習内容を並べ、その上側に、これまでに学習したこ

とを記し、既習内容を振り返り、そして、下側にこれから学習することを記し、単元の学習を
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見通すよう工夫をしています。 

 次の６８ページ、本文の左側のところにも、「思い出そう」の欄が設けてありますが、本文

中にも適所にこれを設け、学習の系統性が分かるように工夫されています。 

 次に、１０６ページ、１０７ページをご覧ください。実験具の操作や実験内容で危険防止の

ための注意については、黄色地に赤字で目立つように工夫され、生徒に徹底して意識させよう

とする配慮はあります。 

 次に、１２８ページ、１２９ページをご覧ください。単元のまとめが記してありますが、非

常に見やすく、中央にキーワードを並べて確認できるように工夫されています。 

 最後に、２８０ページ、２８１ページをご覧ください。索引のページではありますが、下の

段に、さまざまな科学読み物が本文中にたくさん掲載されておりますが、その掲載ページがこ

の下側のところに一覧表示をされています。中でも「くらしの中の理科」については生徒が実

生活との関連を実感しやすい読み物となっております。以上でございます。 

 次に、学校図書でございます。初めに５ページをご覧ください。単元の初めに既習事項に対

する確認の問題、「これまでに学んできたことをチェックしよう」があります。問題形式で確

認しているのはこの教科書だけであり、特徴と言えます。 

 ８ページをご覧ください。この下側にこれまでに学んできたことを、先程の質問の答えがこ

の各章の初めにその回答が記されております。 

 ３４ページをご覧ください。右上に「思い出してみよう」というのがありますが、本文中に

も既習内容の振り返り、学習の系統性が分かるように工夫されています。 

 次に、１５２ページ、１５３ページをご覧ください。この教科書は全体的に図や文字が大き

く、行間も広く、見やすくなっております。このページのような基本操作などの補助資料のペ

ージも同様で、見やすい構成になっております。以上でございます。 

 次に、教育出版につきましては、初めに２ページをご覧ください。この１年生の教科書の巻

頭に、小学校で学習した内容を題材とした理科学習の進め方がこのページから６ページにわた

り掲載をされております。探究の過程などを丁寧に説明をしています。 

 それから、巻末でございますが、各学年の学習内容に関連した付録、これが付いております。

１年生では、光の章の凸レンズによる学習に関連した簡単なカメラの作成の付録が付いていま

す。 

 次に、１１９ページをご覧ください。章の学習末には、このページの下にありますように、

「要点をチェック」というのを載せ、さらに１２２ページをご覧ください。単元末には基礎・
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基本問題、それから１枚めくっていただきまして、次の１２４ページに活用・応用問題を掲載

し、学習した内容を段階的に定着させることができるようになっています。 

 戻りますが、３７ページをご覧ください。この教科書の特徴として更に挙げられるのは、右

側にあるような生徒キャラクターの話し合いがヒントとなり、思考、探究へと導いています。

この生徒キャラクターの話し合いは、４０ページや、さらに４２、４３ページにもございます。

このように生徒のキャラクターで思考の深めを図っております。以上でございます。 

 最後に、新興出版社啓林館につきましては、まず大きな特色として、読んで理解する本冊と、

それから、最後に『マイノート』という、書いて理解する別冊により構成されています。この

『マイノート』の２４ページをご覧ください。大切な用語を、本冊の巻末に青色のシートがつ

いているのですが、この青色のシートで隠して、その問題の回答欄に書けるようになっていま

す。本文中にも同様のページがございます。 

 それでは、本冊の２６ページをご覧ください。各章の先頭に「ふり返り」を設けています。

次の２９ページの右上にも「ふり返り」があります。このように本文中にも適所に設け、学年

間の関連や系統性を重視しています。 

 巻末資料の２３６ページをご覧ください。「地域・環境資料集 サイエンストラベラー」と

いうもので、自然事象の見られる地域、施設を多数紹介しており、ここでは２４９ページまで

ずっと掲載されております。 

 最後に、２５６ページをご覧ください。ここでは、理科における話し合いと発表を掲載し、

科学的思考力、表現力、発表力を高める工夫がございます。理科については以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 地域の資料等は、きっと興味を持ってもらえると思いますが、大日本図

書の２年生の５０ページの図４０で、草加市の銅像を見付けたのですけれど、同じように草加

市を扱って資料を提示してくれているところは他にありますか。 

○説明員 草加市については今おっしゃっていただいたものがあるのですが、他は埼玉県であ

ればある程度お話しすることはできるのですが。 

○宇田川久美子委員 例えばどんなものがありますか。 

○説明員 東京書籍につきましては、埼玉県秩父郡のようばけであるとか、秩父郡のカニの化

石であるとか、入間市の植物の杉の花粉であるとか、そんなようなものがございます。各発行

者、県内のものを載せておるのですが、大日本図書は川口市、鉄の状態の変化で載せてありま

す。それから、長瀞町の県立自然の博物館も掲載されております。それから、学校図書につき



- 28 - 
 

ましては、春日部市のごみの分別の回収、越谷市の吹奏楽の演奏、さいたま市の雷、深谷市の

春のアブラナの写真、熊谷市の緊急地震速報の仕組みなどを載せてございます。教育出版につ

いては、２年生の教科書で、所沢市で電気エネルギーを光エネルギーに変換する施設の例が載

っております。それから、新興出版社啓林館につきましては、川口市のグリーンセンターが資

料として載っております。 

○宇田川久美子委員 では、草加市というような形で載っているのは、大日本図書の資料のみ

ですか。 

○説明員 はい。 

○小澤尚久委員 本市の生徒が観察や実験を進めるに当たって、実態を踏まえた上で、こうい

う配慮があると特に実験が進めやすいとか気付きやすいとか、そういうところが、先程も何点

か挙げてくださったところがあったと思うのですけれども、もう少し詳しくお願いします。 

○説明員 それでは、同じ実験でお話しさせていただきます。各発行者とも学習課題が提示さ

れて、その課題に沿った実験が示されて、その実験方法、結果の整理、それから考察という流

れは共通しています。 

 まず、東京書籍の９３ページをお願いいたします。気体の発生の実験があると思うのですが、

まず実験の注意が上のほうにマークで幾つか示されております。その中に、実験のコツという

ものを鍵マークで示しています。それから、９４ページでは「まとめ」、９５ページでは「こ

こがポイント」で、結果や、この実験で行われる基本的な操作が、きちんと明示されているの

で、学習内容を生徒たちが確認できるというのが特色だと思います。 

 次に、大日本図書ですが、８９ページをお願いします。先程お話しした「実験のコツ」が、

実験を進める上で、円滑にできるように示されております。また、実験上の注意が黄色地のと

ころに書いてあり、非常に意識しやすくなっております。それから、次の９０ページ上ですが、

実験結果の例が示されて、生徒が適切な実験記録ができるように配慮されております。 

 次に、学校図書でございます。４６ページをお願いします。これも目立つように、生徒の注

意喚起を促しております。また、実験上のコツについては、ポイントという言葉で示してござ

います。それから、４８ページの上、実験結果の例が、手書き風に記されて、生徒が自分で記

録を取るときの参考になると思います。 

 次に、教育出版です。２８ページをお願いします。実験を行う際の実験具であるとか薬品等

の準備物が上に非常に見やすく記されて、用意の際にチェックしやすい構成になっています。

また、実験上の留意点、赤字で書いてある注意事項が、かなり丁寧に多数記されております。 
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 最後に新興出版社啓林館ですが、１３９ページをお願いいたします。この教科書では実験上

の注意事項が最初にマークで記されております。それから、実験内容に応じて適所にエクスク

ラメーションマークをつけて実験上の注意が記されております。また、実験上のコツにつきま

しても、ポイントという言葉で示して、丁寧な解説を加え、実験が円滑に進むように配慮して

います。以上、生徒が実験・観察を進めるに当たって各発行者が工夫しているところです。 

○宇田川久美子委員 根本的なところなのですけど、教科書の名称がサイエンス、科学、理科

のように表紙が違うのですが、これは何を付けてもよくて、それぞれに特徴的な意図のような

ものはあるのでしょうか。 

○説明員 教科としては理科となりますが、教科書の書名ということで、その教科書で特徴を

持たせて記していると思います。 

○宇田川久美子委員 理科と書かなくても特に問題はないのですか。何か、見ていて、横文字

のサイエンスだったり、科学だったり、理科だったり、何か特徴を出したいのかなと思って聞

きました。 

○髙木宏幸教育長 今の件で言えば、「新しい科学」と書いてあっても、字は小さいですが、

「中学校理科用」と、「サイエンス」のほうも「中学校理科用」となっていますね。 

○宇田川久美子委員 私は周期表を見るのが大好きなのですが、周期表を２年生で見たときに、

ものすごく特徴が違っていて、Ｆｅとか書いてあるだけのものもあれば、そこにくぎを出して

いるものもあれば、金属の写真が出してあったりするものもあって、興味の意識が全く違うな

と思ったのですけれども、学校では周期表を授業に使ったりするようなことはありますか。 

○説明員 あります。 

○宇田川久美子委員 そこには具体的なものが載っていたりすると、子どもたちもより身近に

感じてもらえるというようなことはありますか。 

○説明員 実物のものがあったりすると、より興味関心がわくと思います。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 それでは、次の教科に入ります。説明員の方、お入りください。 

 

＜音楽＞ 

○説明員 音楽科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、週１時間の授業ではありますが、音楽科の学習に積極

的に取り組む生徒が多く見られます。日々の授業や、全ての中学校で実施されている合唱コン
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クールなどで着実に表現力、特に歌唱力が向上しております。また、埼玉県小中学校音楽会に

おいて地区代表に選出される機会が多くあり、歌唱のみならず器楽活動も優れていると考えて

おります。しかし、生徒一人ひとりのこれまでの音楽体験の有無により、技能に個人差があり

ます。技能を伴う教科であることから、個人差に関わらず、生徒の興味・関心を高め、基礎的

な能力を伸ばすことが求められております。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、音楽科一般については、一

つ目に教材選択についての工夫、二つ目に鑑賞の活動において言語活動の充実を図るための工

夫、音楽科器楽については、音楽科一般と同様に教材選択についての工夫といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。まず、音楽科一般につきまし

ては、各発行者の第１学年のものを例に取って説明させていただきます。 

 教育出版でございますが、『中学音楽１』の２２ページをご覧ください。２２ページから 

２３ページにかけまして、指揮の活動が掲載されています。最初のページで指揮の基本的な事

項を説明し、次のページで曲を歌いながら指揮をして、強弱などの表現を工夫するように掲載

されております。 

 また、３２ページをご覧ください。３２ページから３５ページにかけまして、鑑賞教材のヴ

ィヴァルディ作曲の「春」が掲載されております。最初の２ページで楽曲や作曲者について説

明し、次の２ページで「春」全体の主旋律の楽譜が掲載されております。このように音楽活動

が主体的に行えるよう、写真が豊富に準備され、曲全体の楽譜が掲載されるなど、楽譜からの

情報も得ることができます。このことから、言語活動の充実が図られ、発展的な学習にも対応

し、幅広い音楽的知識が身に付けられるよう配慮されております。 

 次に、教育芸術社でございますが、『中学生音楽１』の５２ページをご覧ください。５２ペ

ージから５３ページにかけまして、指揮の活動が掲載されております。最初のページで指揮の

基本的な事項を説明し、次のページで指揮で音楽を豊かに表現するために必要な強弱の振り方

など、基本的な活動が掲載されております。 

 次に、３２ページをご覧ください。３２ページから３５ページにかけまして、同じ鑑賞教材

のヴィヴァルディ作曲の「春」が掲載されております。最初の２ページで楽曲や作曲者につい

て説明し、次の２ページで大きな演奏写真とイタリアの気候と曲目との関係やチェンバロにつ

いて掲載されております。このように写真が豊富に準備され、音楽学習で身に付けるべき基礎

的・基本的な内容が分かりやすく示されており、言語活動が充実し、発展的な内容も無理なく

取り組めるよう配慮されております。 
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 次に、器楽について説明させていただきます。 

 教育出版でございますが、『中学器楽』の９ページをご覧ください。アルトリコーダーで「オ

ーラリー」という曲を「全体の響きを感じ取って合わせて演奏しよう」となっております。ヘ

長調で書かれております。８小節のきれいな合奏ができるようになっております。 

 次に、７８ページをご覧ください。先程説明したヴィヴァルディ作曲の「春」の合奏の楽譜

が掲載されております。ソプラノリコーダーと低音楽器、またはソプラノリコーダーとアルト

リコーダーと低音楽器で演奏するよう掲載されております。ト長調で書かれております。「全

体の響きを感じ取って合わせて演奏しよう」となっております。このように、豊富な資料や教

材が掲載され、楽曲が持っている美しさ、良さがいかされた調号で表記された曲が多く、より

高度な演奏ができる曲が多いと考えます。また、合奏曲も幅広い時代の魅力的な曲が多く、音

楽性をより伸ばすことができるという特徴があります。 

 次に、教育芸術社でございますが、『中学生器楽』の１１ページをご覧ください。同じ「オ

ーラリー」という曲が全曲掲載されております。低音と左手の練習であり、１人で吹くように

なっております。ハ長調で書かれております。 

 次に、５７ページをご覧ください。ヴィヴァルディ作曲の「春」の合奏の楽譜が掲載されて

おります。ハ長調で書かれております。「原曲のイメージを大切にしてフレーズ感を生かしな

がら、アーティキュレーションを工夫して演奏しよう」となっております。このように豊富な

資料、教材が掲載されております。取り組みやすい調号で表記された曲が多く、生徒は取り組

みやすく、段階的に技能を高めやすくなっております。合奏も、世界の音楽などを含め、様々

なジャンルから選択できる曲が多く、生徒の興味・関心を高め、基礎的な奏法を身に付けやす

い特徴があります。音楽については以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○加藤由美委員 実際、授業の中でリコーダーの他にどんな楽器を使われるのでしょうか。 

○説明員 中学校においては、小学校は大体ソプラノリコーダーだったのですが、中学校では

主に、アルトリコーダーをやっております。個人的にリコーダーを購入する学校が多いのです

が、あとは打楽器を、個人的に買うのでなくて学校で準備をして、パーカッションの小さいも

のを使ったり、また、和楽器も、３年間で１種類やらなければいけないということになってお

りますので、琴とか和太鼓、小さい締太鼓を使うことがございます。 

○宇田川久美子委員 教科書のボリューム的なことで、どちらもですが、特に合奏用は１０ペ

ージ近くページ数が違うように思うのですが、その辺の何か特徴というのはありますか。 
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○説明員 内容的にはどちらも豊富なものが準備されていると思いますが、楽譜を全部、掲載

するかどうかによって、多少の目的によって違いが出てきますが、内容的にはどれも同じだと

考えています。 

○宇田川久美子委員 それに伴って、例えば教育芸術社はハ長調であるものが多く、取り組み

やすいと思うのですけど、難易度的にはどうでしょうか。 

○説明員 小学校の段階で、本来であれば調号というのを教えるべきものなのですが、なかな

か全員が習得できていません。先程実態でも申し上げたのですが、音楽というのは日々の学習

というか、耳から入ってくるものもありますし、目から楽譜上とらえるものもあるので、個人

差が非常にある教科です。中学校に入った段階で、ピアノを習っている子とか、音楽経験が豊

かな子に関してはもちろん楽譜も読めますし、そういう面で一概にどっちがとは言えませんが、

それぞれ特徴があって、取り組みやすいと考えております。 

○小澤尚久委員 今、個人差とおっしゃいましたけれども、そういう個人差がある教科として、

個人差によっても興味関心を高める工夫、それぞれ生徒がこんなところに興味・関心を持って

取り組めるのではないかというようなところがありましたら幾つか教えていただけますか。 

○説明員 音楽というのは、やはり個人的なものでやる部分と、全体で、合唱や器楽を含めて、

みんなでやることによってお互いに感じ取ったり、良さを共有したりすることができる教科で

ありますので、そういう意味から、お互いに関わりの中で音楽を高めることができ、より基礎

的な能力も向上することができるのではないかと考えております。 

○小澤尚久委員 それぞれの教科書で。 

○説明員 どちらの教科書も、一人もしくは全体で合わせてということが明記されております

ので、お互いの関わりから音楽性を伸ばせると考えております。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加市の生徒の実態を踏まえた観点での教材選択についての

工夫というお話で、個人差を踏まえてということなのですが、例えば目次に教材、題材が出て

いますが、どちらがより良いのか、そういった工夫というのはありますか。 

○説明員 音楽は学習指導要領におきまして、何年生でこれをやりなさいという指定はありま

せん。目標があって、目標と実態に応じた選定をしていくということになっておりますので、

発行者が目標を踏まえて教材準備をしていると考えております。鑑賞教材も、これを取り入れ

るという指定が今の学習指導要領ではないので、目標に応じて曲を選択します。 

○村田悦一教育長職務代理者 そうすると、ここでは同じもので、これは草加市の実態に合っ

ているとか、合っていないとか、あるいは先程のハ長調かどうかとか、同じ曲でも難易度とか、
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教材選択について工夫されているかどうかという理解でよろしいですか。 

○説明員 教材選択に関しては、３学年で１時間なので、それを踏まえて、１年生でやるべき

なのか、３年生でやるべきなのか、目標に応じて選ばれてくると考えております。草加市の実

態や、個人差があることも、考えないといけないと感じております。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 なければ、ここで休憩を取りたいと思います。昼食も挟みますので、午後のスタート時間は

午後１時１０分としたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（ 休 憩 ） 

 

○髙木宏幸教育長 それでは、再開させていただきます。次の教科の説明をお願いいたします。 

 

＜保健体育＞ 

○説明員 保健体育科の教科書についてご説明申し上げます。 

 まず、草加市の生徒の実態でございますが、全国及び県の学力・学習状況調査の質問紙調査

や、草加市体力向上推進委員会での調査において、朝食を食べない生徒が見られることが分か

っております。その要因として、就寝時刻の遅さ、並びに起床時間の遅さが影響していると考

えられます。さらに、体育以外で運動する生徒と、ほとんど運動しない生徒の二極化が見られ

ます。これは、生活習慣や運動習慣の個人差によるところが大きいと考えられます。以上の実

態を考え、日常生活において健康な生活を営む資質や基礎を培うことが草加市で生活する生徒

の課題であると考えます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、健康な生活を営む資質や、

能力の基礎を培うことを課題としたことから、健康の保持、増進のための実践力の育成といた

しました。 

 次に、各発行者の特色、特徴についてご説明申し上げます。各発行者の教科書の構成及び自

然災害から応急処置を例に取って説明させていただきます。 

 東京書籍『新編 新しい保健体育』につきましては、章の扉に小中高で学習する内容が示さ

れ、小中連携の見通しが持てます。また、学年別に保健編、体育編とまとめてあり、その学年

で学習すべき内容が把握できるよう、工夫された構成になっています。 

 教科書の７４ページをご覧ください。項目の先頭に、生徒が主体的に学習できるよう「今日
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の学習」「やってみよう」「考えてみよう」といった構成になっており、学習の流れがはっき

りと示され、生徒にとって取り組みやすいよう工夫されています。「考えてみよう」では、自

分の意見をまとめて発表し、グループで話し合ったことを実践にいかすためのディスカッショ

ンやブレインストーミング、ロールプレイングを意図的に設定することができ、思考力、判断

力、表現力の育成が図れるようになっています。１単位時間の最後に「生かそう」が設けられ

ており、学習したことを日常生活にいかせる構成になっています。また、登場するキャラクタ

ーが注釈の役目を果たしており、学習を支援するポイントを示すことで更に理解が深まるよう

工夫されています。 

 ８０ページをご覧ください。心肺蘇生と応急手当の実習がイラストや写真を豊富に配置して、

分かりやすく手順を学習できるよう工夫されております。この実習を通して、日常生活にいか

せる実践力を高められるようになっています。章末の資料は、災害の危険性を更に深め、危険

を予防できる力を養う構成になっています。 

 ９０、９１ページをご覧ください。各章末に学習内容を理解できたか確認できる「確認の問

題」「活用の問題」があり、基礎的・基本的な知識が確実に習得できるような構成となってお

ります。 

 次に、大日本図書『新版 中学校保健体育』につきましては、教科書８５ページをご覧くだ

さい。章の扉には、この章で学習する内容が明示され、生徒が興味関心を持って学習できるよ

うになっております。問題提起から、この章で目指す生徒像が示されており、見通しを持って

学習することができます。 

 教科書９４ページをご覧ください。学習の流れとして、今日の学習課題を示し、「考えよう」

で身の回りの生活に関わる疑問から学習が進められ、生徒が見通しを持って学習に取り組める

よう構成されております。「学習を活かして」では、学習した内容から更に考えを深められる

構成になっています。学習を進める上で必要な資料が豊富にあります。写真、イラスト等、生

徒が分かりやすく理解できるよう配慮されております。また、重要語句を太く強調しており、

次のページの写真による資料は、ページを多く使い、自然災害の恐怖と対策を学習するのに効

果的に使用しており、日常生活の中でも災害に対して意識を高めていくことができるよう工夫

されております。学習内容が２ページ見開きでまとめてあり、終わりには、キーワードとして

学習した重要語句を再確認できるよう構成されており、学習に必要な思考力、判断力、表現力

の育成を図っております。 

 １００ページをご覧ください。心肺蘇生から応急処置に至るまで、写真とイラストを活用し、
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手順を確認しながら実習ができるよう工夫されております。章の最後には学習のまとめがあり、

重要な語句や要点を振り返りながら学習内容の理解が図れるよう構成されています。太文字で

表記し、関連ページを示すことで学習を振り返り、自主的学習ができる構成になっています。 

 次に、大修館書店『保健体育』につきましては、教科書９４ページをご覧ください。項目名

の下に「クエスチョン」の導入発問があり、学習する内容をつかむことができるようになって

います。学習を進めるに当たって、重要語句を太字にし、学習内容を理解するために写真や図

を豊富に明示しています。また、資料から読み取ってほしい重要ポイントを黄色の吹き出しに

し、基礎的・基本的な知識を習得できるよう工夫されております。「チャレンジ」では、学習

内容をもとに、自分の考えやディスカッション、ブレインストーミングの記入欄があり、思考

力、判断力、表現力の育成を図れるようになっています。本文全体に薄黄色で区別することに

よって、見やすく、めりはりのある教科書となっています。また、教科書の章ごとに検索しや

すいように色別に工夫しています。学習する中で、パソコンで詳しい説明や参考となるサイト

につながるよう、インターネットのアドレスが紹介されており、自発的に学習を深められるよ

うに工夫されています。 

 ９８ページをご覧ください。応急処置から心肺蘇生の実習を分かりやすく支援するため、イ

ラストと吹き出しによるポイントを豊富に活用するとともに、心肺蘇生法ではフローチャート

を示し、傷病者の状況に応じて手順よく実習ができるような構成になっており、即実践に移せ

るようになっています。 

 教科書１０８ページをご覧ください。各章の最後に学習のまとめのページを設け、「学んだ

ことを振り返ってみよう」「学びをいかそう」「学びを広げよう」とすることで、復習、生活

への応用・学習の発展として、自主的・自発的な学習として活用できるようになっています。 

 次に、学研教育みらい『新中学保健体育』につきましては、章の扉に小学校で学習したこと、

中学校で学習すること、さらに高校で学習することが明示され、小中連携として学習の見通し

が持てるようになっております。 

 教科書６６ページをご覧ください。各項目の冒頭に、「学習の目標」で学習内容を明確にし、

自分の生活体験を基盤とし、本文と資料で基礎・基本的な内容を分かりやすく理解できるよう、

キーワードを設けたり、重要な語句は太字にしたりするなど工夫されております。また、「エ

クササイズ」で自分の考えをまとめたり、話し合ったりする学習場面も持て、思考力、判断力、

表現力の育成を図っております。 

 教科書６８ページをご覧ください。この章の「もっと広げる、深める」では、生徒の興味関
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心に応じて学習が深められるよう、写真や工夫された図など、豊富に掲載し、視覚的にとらえ

られるよう工夫しています。今日的課題の災害について分かりやすく掲載しています。また、

災害から身を守るヒントを考え、実践にいかすことができるように配慮されております。 

 教科書７４ページからをご覧ください。心肺蘇生から応急処置の学習した内容が実習できる

よう、分かりやすいチャート図を示し、また、写真やイラストを豊富に使い、基礎的・基本的

な知識を活用することができるよう構成されています。生徒が自主的に学習できるよう、ポイ

ントを押さえてあり、いつでも復習や定着を図れるような構成となっております。 

 ８０ページの「探求しよう」では、事故防止、被害防止の現代的な課題や生徒の興味関心に

応じて学習ができるようになっています。 

 次のページには、「章のまとめ」があり、学習した知識を確認し、日常生活にいかせる記述

式の問題を設ける等、基礎・基本の定着と実践力の育成を図れるよう配慮されております。以

上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○加藤由美委員 大修館書店の「体のつくりと働き」のところで、筋肉の場所に説明書きがあ

ったり、何のためにこの筋肉があるのかとかいう説明が少し入っていて、ちょっと面白いと感

じました。他の発行者にはその説明がないところが特徴だと思うのですが、草加市の課題とし

て体力向上ということを大きく挙げていますが、体力向上をどのように子どもたちに教科書を

通して伝えていくのかというところを、ちょっと難しいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○説明員 特に教科書では「心身の発達」というところがございまして、それに関連付けて扱

っているところです。子どもたちはトレーニング、または身体の健康を考えていく上で、どの

筋肉を使ったらいいのか、またはどういうトレーニング方法が体にとって良いのかというのを

体育編、また保健編で活用して学習しております。 

○宇田川久美子委員 薬物やドラッグなどの取り扱いについて、何か特徴的なところがあった

ら教えていただけますか。 

○説明員 薬物、危険ドラッグにつきましては、これも保健領域で扱う内容なのですが、各発

行者とも薬物乱用という指導の範囲の中で、個別に注釈や、トピックス等で生徒に分かりやす

く説明をしています。実際にどういう場面で危険なのか、どういう作用なのかも自分たちで考

えながら、危険防止のための対策等を考えられるような場面設定もしております。 

○小澤尚久委員 心の問題について何か各発行者で特徴的なことですとか、より草加市の生徒

に合ったような記述、資料等があったら教えてください。 
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○説明員 特に心の問題につきましては保健領域の中で、ストレスの回避方法や欲求の対応等

で扱っています。その中でコミュニケーション能力や自立心の育成ということがどうしても避

けられないので、有効な人間関係、または自分の心の開放の仕方についても保健領域等で項目

があり、指導しているということでございます。 

○小澤尚久委員 各発行者とも充実した内容で取り扱っていただいているということでよろ

しいでしょうか。 

○説明員 はい。 

○村田悦一教育長職務代理者 保健体育ということで、体育編と保健編に分かれており、保健

編は保健として教室で最初から行うことを想定していますが、体育編の場合には実技という形

で、実際には外での体育での活動との関連をどうやっていくのか。使いやすさや使いづらさ、

具体的に体育編が実際の実技にどう結びついていかされているのか、特徴的なものや工夫され

ているものはありますか。 

○説明員 体育編につきましては、主に体のことは２年生で扱いますが、スポーツが身体の発

達に与える効果的な影響と安全で扱っております。特に、体操領域では、筋肉の発達、心肺の

発達等を絡めながら、スポーツが体にどういう影響を与えるのか、その体験をもとに授業の中

で扱っていくということになっています。 

○村田悦一教育長職務代理者 それは各発行者ともやっているのですか。それとも、特にやっ

ている発行者があるとか、そういう特徴はありますか。 

○説明員 どの発行者でもそれについては扱っています。 

○村田悦一教育長職務代理者 健康の保持・増進のための実践力が、草加の観点となっていま

すが、何を実践力とするか、その辺がなかなか難しいのですが、一つは健康、健常と障がいが

あります。障がいのあるなしに関わらず、誰でもが体を動かせるとか、そういう視点で書かれ

ている教科書はありますか。 

○説明員 日常生活の中で心身ともに健康に過ごすというのが大きな目標でございますので、

その中に当然、どういった障がいがあるのか、障がいを持たれている方への対応等は、どの教

科書でも扱っています。 

○髙木宏幸教育長 先程、草加市の生徒の実態のところで、朝食の欠食率とか就寝・起床時刻

の問題とか、大きく健康に関わるところですけれども、どの教科書でもそういったことについ

て取り扱いはしていると思いますが、何か特徴的なつくりというのですか、草加の子どもたち

の実態に合うような試みというのがどこかの教科書ではされているのでしょうか。 
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○説明員 健康な生活を営むというところで、自分の日常生活、基礎的なところを見直しなが

ら、更に向上させていくというところで入っていると思います。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 それでは、次の教科に入ります。説明員の方、お入りください。 

 

＜技術・家庭＞ 

○説明員 技術・家庭科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、実践的・体験的な活動を通し、その中から知識、技術

を学ぶことが大変好きであります。しかし、基礎的・基本的な知識、技術において生活経験不

足から実習や製作活動における個人差が出てくるのが課題となっております。 

 草加市の生徒の実態を踏まえまして、観点についてでございますが、技術分野では、１点目

として、実践的・体験的な学習活動を行う工夫。２点目は、安全や衛生、技術に関わる倫理観

への配慮についての工夫。家庭分野では、１点目は、小学校家庭科の学習内容との関連につい

ての工夫。２点目は、安全や衛生への配慮についての工夫といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。 

 初めに、技術分野からご説明申し上げます。各発行者とも技術と加工に関する技術の内容に

ついてご説明いたします。 

 東京書籍につきましては、全体的にサイズがＡＢ判で見やすくできております。また、写真

等、最新のものが使われてもおります。実践的・体験的な学習活動を行う工夫としまして、 

３２ページから３３ページをご覧ください。けがきや切断、削り、折り曲げ、穴あけ、ねじ切

りなどの方法をイラストやピンポイント写真により示しています。これらの方法を５４ページ

から６５ページのように、基礎的技能として紹介しております。 

 さらに、７４ページから８１ページには、実習例のページを設け、実践的・体験的な学習活

動ができるような工夫が見られます。 

 安全指導では、３４ページ、左下の安全・衛生マークをご覧ください。各内容で、このマー

クで作業時の安全の意識付けを図るほか、巻頭２ページから５ページまで、見開きで安全につ

いてのページを設定し、安全について意識付けを図る工夫が見られております。 

 次に、教育図書につきましては、写真資料や図が多く取り入れられ、資料を見ることで学習

が進められるようになっております。 

 実践的・体験的な学習活動を行う工夫としまして、３２、３３ページをご覧ください。３２
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ページ、図１、２、３と、具体物を示しております。加工について意識付けを図るため、分か

りやすい写真を使って、墨付け、のこぎり引き、穴あけ、やすりがけなどの方法を掲載してお

ります。 

 ３３ページの写真の矢印のページに従って、３６、３７ページを開けていただくと、墨付け

について更に分かりやすく加工の方法を大きな写真で示し、実践的・体験的な学習ができるよ

うな工夫が見られております。 

 安全指導では、４３ページ左下にある注意マークを付け、安全に関わるそれぞれのページで

注意を喚起するよう工夫が見られております。 

 最後に、開隆堂出版につきましては、写真、イラストが多く、問題解決的な学習が展開でき、

系統的な学習が進められるように工夫されております。 

 実践的・体験的な学習を行う工夫としまして、３８ページ、３９ページをご覧ください。 

けがき、切断、切削、穴あけ等の加工の方法を全て写真で示してあります。 

 さらに、５４ページでは、けがきについて、５６ページでは切断について、１時間の授業の

中で目的意識を持って学べるように写真やイラストで示し、実践的・体験的な学習が容易にで

きるような工夫が見られ、基礎的・基本的な技術が確実に定着できるようになっております。 

 安全指導では、６１ページ、右上にあります安全マークを使い、安全に関わるそれぞれのペ

ージで、生徒の実習や作業時の安全を意識させる工夫を図っております。 

 また、戻りまして１６、１７ページには、２ページにわたり、作業の安全について特設ペー

ジを設定し、安全指導の徹底が図れるような工夫が見られています。 

 続きまして、家庭科分野をご説明申し上げます。 

 初めに、東京書籍につきましては、技術分野と同じようにサイズがＡＢ判で、写真や資料が

多く掲載されており、興味関心を高めることができるようになっております。 

 小学校家庭科の学習内容との関連についての工夫では、６つの基礎食品群について、３３、

３４ページの見開き２ページをご覧ください。小学校のように色分けして示しております。さ

らに、１日分の摂取量の目安を示し、何をどのぐらい食べるかという中学校での学習内容に加

え、小中学校の系統性を図っております。 

 また、３８ページ、左上の小学校マークを示したり、実習や製作活動では小学校の学習内容

を振り返られる資料を提示したりしております。 

 ５２ページから５３、５４、５５ページのように、野菜の洗い方や切り方、包丁やガスの安

全な使い方について、小学校の学習内容が振り返られる資料を提示しております。 
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 安全指導では、安全マークで意識付けるほか、６、７ページのように、見開き資料で安全指

導が確認できるよう、特設ページを設けている工夫がされております。 

 次に、教育図書につきましては、上段に資料、下段に文章表記となり、簡潔にまとめられて

おります。 

 小学校家庭科の学習内容との関連についての工夫では、６つの基礎食品群について、８０、

８１、８２ページの３ページをご覧ください。小学校のように色分けし、示してあります。さ

らに、この表に１回に食べやすい量、調理しやすい量の概量を付け加え、１日に必要な摂取量

を理解する中学校の学習内容の小学校との関連を図っています。 

 また、調理や製作活動では、１０８ページでガスの火かげん、１９４ページ、１９５ページ

でいろいろな縫い方を示し、小学校での内容を振り返らせ、中学校での学習と関連付けるよう

にしております。 

 安全指導では、１０８ページをご覧ください。左下にあるハートの安全マークでは吹き出し

を使って呼び掛けています。 

 また、戻りまして１０３ページでございます。特設ページで更に詳しく安全についての理解

ができるように工夫がなされております。 

 最後に開隆堂出版につきまして、文章だけでは理解しがたい内容も、写真、イラストを多く

掲載し、基礎的・基本的な知識、技術の理解を図る工夫がなされています。 

 小学校技術・家庭科の学習内容との関連についての工夫では、７２、７３、７４ページをご

覧ください。６つの食品群について小学校で学んだ五大栄養素と６つの基礎食品群が線で連動

して分かるような資料を示し、小中学校の系統が明確になる工夫が見られます。 

 １４ページ、飛びまして１９０ページのように、「小学校のふり返り」と小学校の学習を想

起させた課題を投げかけ、中学校での学習への関心、意欲を高めるようにしております。 

 また、包丁やガスの安全な取り扱いでは、小学校と同様に提示し、再確認する工夫が見られ

ます。 

 また、１８６、１８７、１８８、１８９ページにおいて、小学校で学習した並み縫い、返し

縫い、かがり縫いを再度提示した上で、中学校で学習するまつり縫いを提示し、小中の関連を

一層充実する工夫が見られます。 

 安全指導では、１０１ページにあるように、特設ページで安全マークで詳しく説明するほか、

各ページでも示してございます。 

 また、巻末の２７０ページにも、安全の資料が掲載され、安全指導の定着の徹底を図る工夫
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がなされております。技術・家庭科につきましては、以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 技術と家庭科は、その両方での連動はありますか。 

○説明員 連動というのは特に、深い関わりはないと思いますが、ものを作るとか、家庭生活

を通しての男女仲であるとか、そういう部分でのつながりは教科の中であると思います。 

○宇田川久美子委員 どこの地区でも技術と家庭、同じものを使っているようですが、特に同

じものが使いやすいということはないですか。 

○説明員 先程言われた連動を考えると、同じ発行者の方が学習しやすいと思われます。 

○村田悦一教育長職務代理者 実態の中で個人差が課題になっているということですが、これ

は男女差というものはないのですか。今はもう技術と家庭科は共修ですから、男女差、特に家

庭科を男子が学ぶ、技術を女子が学ぶ難しさや、配慮等、実際の指導の中で男女差の実態はど

うですか。 

○説明員 授業を受け持つ中では特にございません。男子が家庭科が得意であったり、例えば

料理や裁縫が得意であったりとか、それから女子についても木材を使ったものづくりや、パソ

コンに長けているとか、そういうのはありますので、特にそこのところで心配はありません。 

○村田悦一教育長職務代理者 最後に説明があった、ほころび直しとかまつり縫い、例えば、

高校１年生の男子が自分でほころび直しをできる、ボタンが取れたら自分でやる、といったよ

うな実践力はありますか。 

○説明員 ボタンの付け替えはできると思います。やっておりますので。 

○村田悦一教育長職務代理者 私はほころび直しとかまつり縫いとかができないので、中学校

３年生で実際どこまでのものなのか。あとは、プリント整理箱、ＣＤラックディスプレイ等の

いろいろなものを製作することについて、ここに示されたものは３年間で全部作る教材例なの

か。技術だけではなくて家庭科も含めて、教育課程、年間指導計画の中で、実態はどうなって

いるのですか。 

○説明員 学校によってだと思います。指導者によって変わってくると思うのですが、同じも

のを作らせる指導者もいれば、生徒個々に応じて作らせるという形を取っている学校もあると

思います。私の経験では、個々に子どもたちの実態に合わせて選ばせてやらせたということが

あります。 

○村田悦一教育長職務代理者 ここは、あくまでも例ということで、ここに出ているもの全部

を生徒が３年間で学ぶということではないのですか。 
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○説明員 ３年間で全て製作するということではありません。 

○小澤尚久委員 家庭科で、家庭や家族、それから男女の協力など、少子化等にも関わりの深

い部分について、何か各発行者で丁寧な取り上げ方や、資料の効果的な使い方、そういったと

ころはございますか。 

○説明員 各発行者でやはり男女参画社会であるとか、いろいろな部分で男女の共同という部

分が取り上げられていて、各発行者ともそれが使われているということを強く感じております。 

○小澤尚久委員 差がなく、どこも効果的に。 

○説明員 はい。 

○髙木宏幸教育長 質問を変えますけれども、情報モラルについては、非常に大事な部分であ

ると思うのですが、これに関連して各発行者の違いがあるのか、あるいは特徴的な情報モラル

教育の例はどのような形になっているのか教えてもらえればと思います。 

○説明員 各発行者とも情報モラルについては、やはり力を入れてやっているということを痛

感しております。ページ数の違いはあるのですが、各発行者とも取り上げて重きを置いている

と考えております。 

○宇田川久美子委員 草加市の生徒の実態なのですけれども、生活経験不足ということなので

すが、具体的にはどんなことが見受けられますか。 

○説明員 草加市だけではないとは思うのですが、ものを作ったりであるとか、調理をしたり

であるとか、家庭あるいは社会での生活体験というのが不足しているというのが今の子たちは

多いと思っております。 

○宇田川久美子委員 学校で実際に感じる部分はありますか。 

○説明員 ものづくりだと、工具を使ったことがないことがあります。 

○宇田川久美子委員 小学校を経てきても。 

○説明員 中学校から特別に使う工具であるとか機械が出てきますので。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 それでは、次の教科に入ります。説明員の方、お入りください。 

 

＜英語＞ 

○説明員 外国語科の教科書についてご説明申し上げます。 

 初めに、草加市の生徒の実態について申し上げます。小学校外国語活動では、文部科学省作

成の『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』を使用して授業が行われており、子どもたちは英語に慣れ親
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しみながら、コミュニケーションを図る楽しさを体験的に学んでおります。小学校卒業の段階

で子どもたちが英語を聞いたり話したりする楽しさを知っており、中学校での英語学習に意欲

的に取り組もうという姿勢も見られます。中学校では、小学校外国語活動で体験した素地の上

に、語句や表現、文法事項などの知識を活用し、表現したり、理解させたりする力を育成して

おります。 

 聞く・話すが中心の小学校外国語活動から、中学校に入学した段階で聞く・話す・読む・書

くといった４技能を一度に取り扱う中学校英語への効果的な接続を意識して、基本的な単語や

文章を読んだり書いたりするなどの基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせることが求め

られます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点でございますが、基礎的・基本的な知識・技能を習得

させる工夫の観点に加え、小学校外国語活動との関わりについての工夫といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。外国語科につきましては、各

発行者の第１学年のものを例に取って説明させていただきます。 

 初めに、東京書籍でございます。基本的な英語を学ぶユニット、コミュニケーションの仕方

を学習するデイリーシーン、自己表現活動を行うプレゼンテーションの３部で構成されていま

す。 

 ３８ページをご覧ください。ユニット３です。ユニットの初めに目標が明記され、これから

どんな活動を行うかが分かりやすく示されています。左ページに語句と本文、右ページに基本

文、基本練習が掲載され、見開きで聞く・話す・読む・書くの４技能が学習できるよう工夫さ

れています。 

 ５４ページをご覧ください。このプレゼンテーション１では、ユニット４までに学習してき

たことを用いて自己紹介をします。小学校外国語活動で体験してきた簡単な自己紹介の素地を

いかし、原稿を書いたり、質問し合ったりするなど、総合的に学べるような工夫がされていま

す。 

 次に、開隆堂出版でございます。基礎を学ぶプログラム、４技能のコミュニケーション活動

を中心としたパワーアップ、それらを総合的・発展的に学習し、自己表現するマイプロジェク

トから成り立っています。 

 ３０ページをご覧ください。プログラム３です。左ページのベーシックダイアログでは基本

文が対話形式で示され、基礎的・基本的な事項についての使用場面を意識して学習ができるよ

う工夫されています。同じ枠の中には簡単な説明が付いており、新しくどんなことを学ぶのか
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分かりやすく示されています。左ページには聞く・話すなどの基本練習があり、右ページでは

本文、書く活動が配置され、見開きで基礎的・基本的内容をバランスよく学習できるよう工夫

されています。右下の書く活動のところには、マイプロジェクトとの関連が明記されています。

緑色で示されていますマイプロジェクト１は、４４ページからになります。 

 ４４ページをご覧ください。マイプロジェクト１では、プログラム４までに学習したことを

用いて自己紹介をします。小学校外国語活動で体験してきた簡単な自己紹介よりも、表現力を

高めた発表が誰にでもできるよう、段階的な取組が丁寧に記載されており、小学校との円滑な

接続に配慮されています。 

 次に、学校図書でございます。プレレッスンと４つのチャプターで構成されています。各チ

ャプターは複数のレッスンから成っており、チャプターの終わりのチャプタープロジェクトで

思考力を高めさせ、発展的な表現力を伸ばす構成になっています。 

 ２０ページをご覧ください。レッスン３です。左ページには本文と単語が掲載され、右ペー

ジに基本文、聞く・話す・書くなどの基本練習があり、見開きで４技能がバランスよく学習で

きるよう工夫されています。入門期に一般動詞から導入し、その後にｂｅ動詞を学習する配列

に特徴があり、小学校外国語活動との接続に工夫が見られます。 

 ４６ページをご覧ください。チャプター１プロジェクトでは、レッスン３までに学習したこ

とを用いて、自分のことを伝えます。ステップ１、ステップ２と段階的に文に膨らみを持たせ、

ファイナルステップで目標の活動ができるようになる構成となっています。ファイナルステッ

プの次のプラスでは、発展的な活動を取り扱っており、言語活動に広がりを持たせる工夫が見

られます。 

 次に、三省堂でございます。レッスンで学習したことをいかしてプロジェクトで統合的に活

動する構成となっています。レッスンは習得するゲットと、活用するユーズとに分かれていま

す。 

 ３６ページをご覧ください。レッスン３です。右ページ上にあるように、各レッスンの初め

には、この科で学ぶことが明確に示されております。ここでは、左ページには聞く活動と基本

文が、右ページには本文と話す活動と書く活動があり、見開きで４技能がバランスよく学習で

きるように工夫されています。基本文の欄では、基本文の上に関連する既習の基本文を掲載し、

違いに着目しながら学習できる工夫が見られます。ゲットのページで習得させたものをユーズ

のページで活用し、基礎的な表現力を身に付けさせる構成になっています。 

 ４６ページをご覧ください。プロジェクト１では、レッスン３までに学習したことを用いて
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自己紹介をする活動です。自己紹介の英文を読むことから入り、自己紹介を聞き、そして原稿

を書き、最後は話す活動としての自己紹介につなげるなど、４技能を統合的に学ばせる工夫が

見られます。 

 次に、教育出版でございます。ホップ、ステップ、ジャンプの３段階のパートから成るレッ

スンで構成されています。 

 ３６ページをご覧ください。レッスン３です。各パートの初めには、「何々ができる」とい

う活動目標が明記されており、生徒に見通しを持たせたり、振り返らせたりする指導がしやす

くなっております。単語、本文、基本文、聞く活動、話す活動、書く活動と、見開きで４技能

がバランスよく学習できるよう工夫されています。ツールキットの欄には、このページの活動

で使うことができる表現をイラスト入りで示しています。 

 ４８ページをご覧ください。ホップ、ステップ、ジャンプの３段階で積み上げてきたレッス

ンを３つ学習した後、統合的・発展的な言語活動に取り組ませるジャンププロジェクトで思考

力、表現力を伸ばす工夫がなされています。ここのプロジェクト１では、自己紹介の中で写真

や実物を見せながら話をするスピーチの活動が取り上げられており、より実践的な自己紹介の

活動を目指しています。 

 最後に光村図書出版でございます。各ユニットが単語と本文、基本文を習得するためのトラ

イイット、習得したものを活用するユーキャンドゥーイットから構成されています。 

 ３６ページをご覧ください。ユニット３です。左ページに単語と本文、右ページに基本文と

聞くこと・話すこと・書くことの基本練習で構成されており、見開きで４技能がバランスよく

学習できるよう工夫されています。ここで基本を習得し、ユーキャンドゥーイットで活用させ

ることで、繰り返し学習できるよう工夫されています。 

 ５４ページをご覧ください。ゴーフォーイットでは、各ユニットで積み上げてきた言語材料

を統合的に活用しながら自己表現させるようになっています。このゴーフォーイット１では、

段階的なステップで学習させながら、自己紹介の発表ができるよう構成されています。右上に

あるようなマッピングの手法を取り入れて、思考力、表現力を高める工夫をしています。また、

右上の活動目標とともに、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの自己評価欄を設けることで、主体的な学習を促す

工夫も見られます。以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○加藤由美委員 英語は教科書に書き込む欄がかなりあるのですが、授業では、こういう教科

書の場合、書き込むことが多いのでしょうか。それとも、ノートに書き写すことが多いのでし
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ょうか。 

○説明員 そのまま書き込んで使えるような部分については、授業の中で書き込むことをして

いる先生が多いと思います。ただ、ノートにまとめさせ、後で振り返りができるように、ノー

トのまとめ方を工夫するということも日常的に行っていることだと思うので、使いやすいよう

に教科書に書き込ませたりすることはあると思います。 

○宇田川久美子委員 今のこととも関連しているのかもしれませんが、教科書にはワイド版と

そうではないのがあると思いますが、他の教科でも聞いたのですが、ワイド版の良いところや、

良くないところはありますか。 

○説明員 ワイド版になった分だけ紙面が大きく使え、見開きで図などを入れたものを使いな

がら、たくさんの活動が見開きの中に入れられるという利点があるかと思います。 

○村田悦一教育長職務代理者 中学校では聞く・話す・読む・書くという４技能の中で、草加

でもＡＬＴがいて、生の英語を聞いていると思うのですか、テープとか、ビデオとかも授業で

活用されていると思うのですけれども、教科書に付属するものは各発行者共通なのか、発行者

によって工夫されているなど、そのような違いは何かありますか。 

○説明員 どこの教科書についても、音声の教材や映像または絵の教材などは、別の形で出版

されておりますので、購入して授業では使います。どの教科書についても、工夫された教材が

用意されています。 

○村田悦一教育長職務代理者 草加の実態としては、ＡＬＴはいるのですけれども、そういう

ものも授業に取り入れて、聞きながら、繰り返しやっているという実態がありますか。 

○説明員 実態としては、まず、間違いなく音声教材は使っておりますし、また、映像等も、

いわゆるデジタル教科書を一斉に見せながら使うような工夫はされております。そうした活動

の成果として、一つには、スピーチコンテストというのを企画して、スピーチコンテストに参

加することがあります。また、英語だけの目的ではありませんが、例えば修学旅行に行くと、

最近は外国人の旅行客もたくさんいるので、そういった外国人の方と英語で会話するなど、そ

れぞれの教員が工夫できることだと思います。自分自身の経験としては、中学校の修学旅行に

行ったときに、日本の文化のことを外国人の方やそこで出会った人に紹介をし、何人と話をし

てきたかということを帰ってきてから報告させていました。 

○小澤尚久委員 小学校との関わりについて、様々な工夫がなされていると思うのですが、特

に特徴的だというようなところがあったら教えていただければと思います。 

○説明員 どの教科書につきましても、小学校との関わりということにつきましては工夫され
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ております。東京書籍ではハイイングリッシュとユニットゼロの二層型で、ハイイングリッシ

ュでは小学校外国語活動、聞く・話す活動などを振り返っていて、ユニットゼロでは音と文字

とのつながりを押さえるためにアルファベットと単語を書くときのルールを重点的に取り扱

っています。 

 また、開隆堂では、レッツスタートにおいて小学校外国語活動での成果を検証、確認して、

語学としての中学校英語科の学習にどうつなげていくかを計画するページとして位置付けて

おります。プログラム１では、音声から文字への導入を重視して、アルファベットの提示とし

ています。 

 学校図書では、プレレッスンとして、小学校外国語活動で慣れ親しんできた活動により、生

徒のコミュニケーション能力の素地がどの程度養われているか把握できるようになっており

ます。また、文字の導入は、つづりと発音との関係が分かりやすく指導できるよう工夫されて

います。 

 三省堂では、ゲットレディで小学校外国語活動で触れた内容を振り返り、中学校の学習内容

の橋渡しをしております。アルファベットの音を確認して、英語の音とつづりに親しむ活動を

設定しています。レッスン１から３までは、小学校外国語活動で慣れ親しんできた聞く活動か

ら導入しております。 

 教育出版では、生徒が今までの小学校外国語活動から、中学校英語にスムーズに移行できる

ように、スプリングボード１から１０を第１学年の巻頭に設置しております。スプリングボー

ド４までは聞く・話す活動を通して、小学校外国語活動を振り返ると同時に、徐々にアルファ

ベットや文字、音の関係などに触れていくようになっています。 

 最後に光村図書出版でございますが、レッツエンジョイイングリッシュを入門期の教材とし

ておりまして、小学校で慣れ親しんできた標準的な学習内容を通して音とつづりを結び付ける

など、音声を中心とした活動をしながら、アルファベットの文字などに無理なく親しめるよう

に工夫がされております。 

 このように各発行者、第１学年の教科書の前半の部分にかなり小学校との接続というのを意

識して作っていると思います。以上でございます。 

○井出健治郎委員 数学でもお伺いしたので、念のためお伺いしたいと思うのですが、今回の

外国語の草加市の生徒の実態を踏まえた観点から少しずれてしまうのですが、やはり学力調査

等の話も他の教科でも出てきたことがあって、ここにある発行者の立て付けとか、こういう方

向性で、こういうふうになっているというのはよく分かりました。実際に言っていただかなく
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ても結構なのですけれども、いろいろな視点の中で、例えば、ここは学力云々という意味でレ

ベルが高いとか、ここは平均的とか、ここは基礎的なというような、レベル感というのは協議

された中で、何となく感覚はありますか。 

○説明員 実際のところは、それぞれのページによって違っていたり、構成によって違ってい

たりするかと思います。中には読み物教材などでかなり読みごたえのある内容のものは、英語

を苦手とする子にとってはちょっと厳しいというようなものも第３学年の中ではありますが、

でも、そういうのもやっていかないといけないので各発行者で扱っています。それだけではな

くて、基礎的なことをきちんと身に付けさせるということで、基本的な文、基本的な練習など

誰でも取り組めるものが各発行者とも入っていて、難しい教材から簡単な教材まで全部織りま

ぜて、バランスよく各発行者扱っております。 

○髙木宏幸教育長 そうすると、今の説明でいくと、英語４技能をバランスよく、確実に力が

付くようにそれぞれの発行者が工夫している、ステップ・バイ・ステップできちんとやってい

って、最後に自己表現をして、コミュニケーション能力の育成に関わるような、そういうつく

りになっているということは共通していますか。 

○説明員 幾つかのまとまったステップをやったところで一つ統合的な活動があります。教科

書のつくりはほとんどの場合はそうなっておりますので、大体、学期の中で１回は大きな活動

でまとめ、表現力や思考力を高めていくという工夫は、内容は違っても、各発行者そのように

作られているように思います。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 それでは、次の教科に入ります。説明員の方、お入りください。 

 

＜美術＞ 

○説明員 美術科の教科書についてご説明申し上げます。 

 草加市の生徒の実態でございますが、作品の制作については発想や構想の能力に課題が見ら

れます。また、鑑賞の能力では、特に伝統文化等の作品への理解と鑑賞における能力の向上に

課題が見られます。 

 草加市の生徒の実態を踏まえての観点についてでございますが、発想や構想能力につきまし

て表現や鑑賞の活動を通して、視覚や触覚などを十分に働かせ、色や色彩、材料などからそれ

らの性質や感情、イメージなどを豊かに感じ取るような指導、及び思考力、判断力、表現力を

育成して、豊かな発想力を引き出すことが重要であることから、創意工夫し、美しく表現する
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技能を高める工夫としました。伝統文化等の作品への理解と鑑賞における能力の向上につきま

して、古くからの美術作品や生活用具を鑑賞することにより、各時代に生きた人々の美意識や

創造的な精神などを感じ取り、それらを踏まえて現代の美術や文化をとらえることにより、文

化の継承と創造性の重要性を理解する指導が重要であることから、良さや美しさなどを味わわ

せる工夫といたしました。 

 次に、各発行者の特色、特徴等についてご説明申し上げます。絵や彫刻などの表現により風

景の表現を例に取ってご説明させていただきます。 

 開隆堂出版につきましては、『美術１』の１０ページから１５ページをご覧ください。「心

引かれる風景」という題材で身近な風景をよく観察する中で、注目させたい場所をクローズア

ップしたり、主題の見付け方や色彩や光の変化のとらえ方などを掲載したりして表現する技能

を高める工夫があります。 

 また、１５ページの風景写真は、主題設定のヒントとして掲載されている作家や生徒作品に

は作者の言葉が添えられているなど、工夫が見られます。 

 次に、光村図書出版につきましては、『美術１』の１２、１３ページをご覧ください。「心

安らぐ私の風景」という題材では、自分が好きな心引かれる風景を構図や色を工夫して表そう

というねらいがあります。１人の作家の作品には作者の言葉が添えられており、作者が描きた

いと感じた気持ちが分かり、作品制作の参考になる工夫があります。 

 次に、日本文教出版につきましては、『美術１』の１２、１３ページをご覧ください。「な

ぜか気になる情景」という題材で、見慣れている場所から表したい主題を明確にして、表現の

構想を練り、工夫して表そうというねらいであります。スケッチやカメラでの記録をいかして

作者の意図を焦点化した作品が紹介されています。生徒作品には作者の言葉が添えられており、

切り取った場所の何に心を引かれたのかが分かり、作品制作の参考になる工夫があります。 

 次に、絵画や彫刻などの鑑賞より、日本の美術についてご説明させていただきます。 

 初めに、開隆堂出版につきましては『美術２・３』の６ページをご覧ください。「富士」を

題材とした江戸時代から近代までの作家の作品を紹介しています。横山大観の作品は２ページ

分を使用して紹介されています。実際に折り曲げることができるので、屏風の作品の良さを味

わうことができます。また、多くの年代の作品から多様な表現を比べて味わうことができます。 

 さらに、４３ページをご覧ください。絵巻物の世界として「伴大納言絵巻」及び「鳥獣人物

戯画」を上下に並べながら、見開き３ページにわたって紹介しています。それにより、絵巻物

の特徴である右から左に展開する絵画表現を分かりやすく鑑賞することができます。 
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 次に、光村図書出版につきましては『美術１』の２２から２７ページをご覧ください。扉に

「風神雷神像」を掲載し、扉を開くと俵屋宗達の国宝、「風神雷神図屏風」が見開きで掲載さ

れております。本を立てて実際の屏風のように左右折り曲げて作品を鑑賞でき、平らにして開

いた状態と違う印象で作品を感じ取ることができます。 

 さらに『美術２・３』の１０１ページから１０３ページをご覧ください。「鳥獣人物戯画」

作品を絵巻物のスタイルに沿って３ページ分を横長に使って、その良さを味わい、また、部分

を取り出して現代の漫画やアニメーションに共通する表現を紹介しています。これらの対比に

より、伝統の継承と文化の創造について考えさせることができます。 

 最後に、日本文教出版につきましては、『美術２・３』の上、２４ページから２９ページを

ご覧ください。浮世絵版画をメインに、ヨーロッパ美術が浮世絵から受けた影響を紹介し、美

術がつなぐ人と文化について紹介しています。特に、２６ページから２９ページにかけての見

開きの二つの葛飾北斎の作品は、原寸大に和紙を用いたことにより、浮世絵の持つ良さを味わ

わせることができます。 

 さらに、『美術２・３』の下、２４から２５ページをご覧ください。「教科書美術館」と題

して修学旅行で奈良、京都を訪れた際には注目させたい仏像を示し、扉を開くと三十三間堂の

国宝、妙法院蓮華王院の写真が掲載されており、興味関心を持たせるとともに、伝統文化の良

さを感じさせることができます。以上でございます。 

○髙木宏幸教育長 ただ今、説明が終わりました。ご質問等ございましたらお願いいたします。 

○宇田川久美子委員 基本的なことなのですけれども、教科書、１と２・３となっていて、１、

２、３でないのはなぜですか。 

○説明員 これは、学習指導要領で分かれており、１年生と、２、３年生に関してはその発達

の段階に応じて学校で２年間の中で子どもの実態に合わせて目標を達成させるように選択す

るということがございまして、それに合わせた形で教科書が作られている形です。 

○宇田川久美子委員 ２・３というのと２・３上、２・３下というように分かれていますけれ

ども、それも順番にやっていくというわけではないのでしょうか。 

○説明員 はい。日本文教出版ですが、発達の段階に合わせて自己から生活、生活から社会、

自然環境という形でどんどん世界を広げていくという、発行者の意図がありまして、それぞれ

の発達の段階によって世界を広げていくということで分冊にしたと見ております。 

○小澤尚久委員 これも個人差が結構大きい教科だと思います。児童生徒の作品などを多く提

示して、発想力を膨らませていく方法もあると思うのですけれど、その子の発想に火を点ける
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ような、そういう基本的な部分だとか、そういったところで配慮しているところというのは特

に見られますか。 

○説明員 生徒作品は、より自分たちの技法または力に近いものであるとか、発想にしてもや

はり中学生のみずみずしい感性といったものが多いので、一つのヒントになるという意味では、

生徒作品というのは良いポイントになるかと思います。 

○小澤尚久委員 他のところで、更に一歩手前という子たちもいるわけですよね。そういう生

徒さんたちに何かヒントとなるような部分というのは、他に何かありますか。いろいろな工夫

はあると思うのですけれども。 

○説明員 どの発行者も多くの資料を入れておりまして、例えば、身近なアニメーションのよ

うな作品や、それこそキャラクターのような作品から、または古今東西のものもたくさん取り

入れておりますので、クラスの実態に合わせてそのページを開けさせてヒントに、または個々

にヒントとして提示することが可能かと思われます。 

○村田悦一教育長職務代理者 私は、美術は表現方法、それに工夫がいろいろあると思うので

すが、当然、教科書が変わるたびにいろいろな表現方法が出てきて、新しいものが取り入れら

れていくと思います。例えば、今、新しく出されているものの中で、今までに無かったもの、

例えばこんなものが今は最先端とか、あるいは無かったものが新しく取り入れられているとい

うのはあるのですか。そういうところをたくさん入れればいいというものでもないのでしょう

けれども、表現方法、表現技術についてはどうでしょうか。 

○説明員 表現技術では、特に新しくこの技術を入れたというものはないように感じられるの

ですが、今までは教科書に資料集が付いていて、資料集で細かく技法ややり方などは書いてあ

りましたので、資料集を買って、副読本として扱うことが多かったのですが、今回はどの発行

者のものを見ても、資料集は買わなくてもこのまま使えるものが多いというように感じました。 

○村田悦一教育長職務代理者 実際には、特に美術はある意味で芸術というか、指導者の個性

というものが、例えば絵画が得意だとか、彫塑が得意だとか、立体だとか、いろいろあると思

います。実際の授業では、教科書の題材や年間指導計画も含めて、教師の力量、発想、持ち味

は教科書との関連でどの程度出せるのですか。教師は教科書を教えることだけで、それは極端

ですけれども、現実どうなのでしょうか。 

○説明員 特に美術は、一つの投げかけになりまして、教師がねらいに沿った題材を付けると

いうことが多くございます。小学校はどちらかというとその題材のまま教科書に沿ってやって

いくという形が多いのですが、中学校はどちらかというと、これを一つのヒントにして、ねら
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いを自分の中で定めて、評価規準を定めて、題材を付けて、子どもに絞り込んでいくというよ

うな指導が多いかと思います。 

○髙木宏幸教育長 他にはいかがでしょうか。 

 それでは、以上で各教科の説明を終了といたします。 

 ここで２時４０分まで休憩にしたいと思います。休憩後、委員会を再開いたします。なお、

再開後の委員会では採択を行いますが、会の冒頭でお諮りしましたとおり、秘密会で行います

ので、傍聴人の方、あるいは関係者以外の方は、ここでご退席をお願いしたいと思います。 

 

─── 傍聴者・執行部退席 ─── 

 

（ 休 憩 ） 

 

 

午後２時４０分 再開 

 

（ 秘密会 ） 

 

（ 秘密会終了 ） 

 

─── 傍聴者・執行部退席 ─── 

 

○髙木宏幸教育長 第３５号議案につきましては決定をいたしました。 

 なお、決定しました教科書名につきましては、この後、３０分後に公表いたします。また、

ホームページへの掲載については、準備が整い次第、速やかに掲載いたします。 

 

○髙木宏幸教育長 続きまして、その他の報告がございましたらお願いいたします。 

○教育総務部長 特にございません。 

○髙木宏幸教育長 その他の報告がないようでしたら、次回の教育委員会の日程について、事

務局からお願いいたします。 

○教育総務部長 次回の教育委員会の日程についてですが、第８回定例会につきましては、 
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８月２０日木曜日、時間は午後１時３０分から、場所は教育委員会会議室でお願いしたいと思

います 

 

   ◎閉会の宣言 

○髙木宏幸教育長 それでは、以上をもちまして、本日の委員会を終了いたします。 

午後４時３７分 閉会 


